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江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
京
都
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
仏
像
の
造
像
活
動
が
、
地

方
に
お
い
て
も
盛
ん
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
仏
像
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、

彩
色
の
調
査
や
色
材
分
析
の
事
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
現
在
、
山
形
県
下

に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
群
の
彩
色
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
対
象
は
、
い
ず
れ
も
一
九
世
紀
に
造

ら
れ
た
彩
色
の
木
彫
像
で
、京
都
七
条
仏
師
に
よ
る
作
か
ら
、そ
の
流
れ
を
く
む
地
方
仏
師
ら
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
仏
像
群
で
あ
る
。

　

前
回
の
調
査
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
前
半
の
作
例
一
件
と
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
作
例
二
件

の
色
材
分
析
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
時
代
の
作
例
に
の
み
、
一
部
の
色
で
輸
入
の
合
成
色
材
が

使
わ
れ
て
い
た
。
本
調
査
で
は
、
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
末
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
彩
色
仏
像
群
九
件

に
使
わ
れ
た
色
材
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
輸
入
色
材
の
種
類
や
導
入
期
な
ど
を
検
討
し
た
。
明
治
時

代
に
入
っ
て
か
ら
造
ら
れ
た
尊
像
に
み
ら
れ
る
明
る
め
の
緑
と
青
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
岩
緑
青
が
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
（
ア
セ
ト
亜
ヒ
酸
銅
）
に
、
天
然
藍
が
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
に
置
き

換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
色
調
の
暗
め
の
緑
で
は
、
江
戸
時
代
と
変
わ

ら
ず
に
黄
色
の
石
黄
と
藍
色
の
色
材
が
混
合
さ
れ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
赤
や
黄
と

い
っ
た
暖
色
系
の
色
材
も
一
九
世
紀
を
通
し
て
ほ
ぼ
同
じ
色
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
一
九

世
紀
の
後
半
に
諸
外
国
と
の
交
易
を
正
式
に
再
開
し
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
社
会
的
な
変
化
が
、
彩
色
材
料
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
他
の
色
材
は
江
戸
時
代
に
も
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に

輸
入
さ
れ
て
い
た
色
材
、
た
と
え
ば
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
単
色
で
使
わ
れ
た
例
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
本
稿
で
は
、
色
材
分
析
の
結
果
を
も
と
に
、
一
九
世
紀
の
彩
色
仏
像
に
用
い
ら
れ
た
色
材
に

つ
い
て
、
輸
入
色
材
の
み
で
な
く
、
在
来
の
も
の
も
含
め
て
概
観
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
彩
色
仏
像
、
一
九
世
紀
、
山
形
県
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
、
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン

近
世
・
近
代
の
木
彫
仏
像
に
施
さ
れ
た
彩
色
の
技
法
と
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は
じ
め
に

　

仏
像
彫
刻
の
彩
色
に
お
い
て
、
色
材
分
析
は
、
限
ら
れ
た
尊
像
の
分
析
事
例
が
散

見
さ
れ
る
が
、
地
域
や
仏
師
の
系
列
な
ど
を
考
慮
し
た
系
統
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
筆
者
ら
は
、
作
者
や
製
作
年
代
が
わ
か
る
山
形
県
下
に
安
置
さ
れ
て
い
る

彩
色
仏
像
群
を
対
象
と
し
、
三
か
所
の
彩
色
像
に
用
い
ら
れ
た
色
材
を
明
ら
か
に
し

た
〔
島
津
・
岡
田
二
〇
一
七
〕。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
後
期
と
明
治
期
に
造
ら
れ

た
仏
像
で
は
、
青
と
緑
の
色
材
が
異
な
る
一
方
、
明
治
期
に
新
し
い
色
材
が
導
入
さ

れ
た
色
で
あ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
色
材
が
継
続
し
て
使
わ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
対
象
と
な
っ
た
仏
像
群
は
、
そ
の
製
作

年
代
に
六
〇
年
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
変
化
が
生
じ
た
時
期
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は

難
し
い
。
実
際
に
は
こ
の
間
に
、
開
港
や
明
治
政
府
の
成
立
と
い
っ
た
大
き
な
社
会

的
変
化
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
実
証
に
乏

し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
鑑
み
、
本
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
山
形

県
で
彫
刻
彩
色
に
用
い
ら
れ
た
色
材
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
調
査
事
例

を
増
や
す
こ
と
で
、
仏
像
彩
色
に
お
け
る
時
代
ご
と
の
使
用
色
材
の
傾
向
と
変
化
を

検
討
し
た
。

❶
調
査
の
経
緯
と
概
略

　

す
で
に
調
査
を
行
っ
た
江
戸
期
の
作
例
、
龍
泉
寺
の
十
六
羅
漢
像
は
、
京
都
の
七

条
仏
所
三
十
一
代
康
朝
（
一
七
五
九
～
一
八
一
八
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
七
条
仏
所
は
、
運
慶
ら
の
系
譜
を
継
ぐ
工
房
で
あ
り
、
と
く
に
江
戸

時
代
初
期
に
は
、
幕
府
関
連
の
造
像
に
お
い
て
御
用
仏
師
と
も
い
え
る
役
割
を
担
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
京
都
で
の
造
像
活
動
は
、
元
禄
期
頃
か
ら
減
少
し
、
代
わ
り
に

地
方
で
の
造
像
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。
彫
刻
史
に
お
け
る
詳
細
は
本
誌
掲
載
の
論
考

を
参
照
さ
れ
た
い
〔
岡
田
・
長
谷　

九
三
頁
〕。

　

本
研
究
で
調
査
対
象
と
し
た
仏
像
は
、
七
条
仏
師
や
、
山
形
の
地
方
仏
師
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
表
1
）。
お
も
な
製
作
者
は
、
京
都
の
七
条
仏
師
、
そ

の
流
れ
を
く
む
地
方
仏
師
の
一
族
で
あ
る
林
家
な
ど
で
あ
る
。
林
家
は
、
現
在

の
山
形
県
大
江
町
左あ

て
ら
ざ
わ

沢
に
拠
点
を
置
き
、
初
代
治
作
（
一
七
六
四
～
一
八
二
四

年
頃
）
に
始
ま
り
、
文
作
（
一
八
〇
二
～
一
八
六
八
）、
治
三
郎
（
一
八
二
七
～

一
八
六
六
）、
そ
し
て
、
治
郎
兵
衛
（
一
八
四
九
～
一
九
二
〇
）
と
親
子
四
代
に
わ

た
っ
て
活
躍
し
た
。
な
か
で
も
、
二
代
目
文
作
、
四
代
目
の
治
郎
兵
衛
は
、
県
内
で

も
名
工
と
し
て
知
ら
れ
、
広
範
囲
に
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
回
調
査
の
対
象

で
あ
っ
た
⑩
塩
田
行
屋
と
⑪
法
来
寺
の
諸
尊
は
、
こ
の
二
人
の
下
で
修
行
を
積
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
る
仏
師
、
新
海
宗
慶
、
竹
太
郎
親
子
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。

　

前
回
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
あ
た
る
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
製
作

さ
れ
た
十
六
羅
漢
像
（
米
沢
市
龍
泉
寺
）、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
製
作
の
・

仏
像
群
（
白し

ら
た
か
ま
ち
し
お
た
ぎ
ょ
う
や

鷹
町
塩
田
行
屋
）、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
製
作
の
十
大
弟
子
像

（
山
形
市
法
来
寺
）
の
三
か
所
（
表
1
の
②
、
⑩
、
⑪
に
該
当
）
を
調
査
対
象
と
し

た
〔
島
津
・
岡
田 

二
〇
一
七
〕。
江
戸
後
期
の
作
例
で
は
、
青
に
植
物
由
来
の
藍
、
岩

群
青
（
ア
ズ
ラ
イ
ト

（
1
（

）、
花
紺
青
（
青
色
ガ
ラ
ス
、
詳
細
後
述
）
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
緑
に
は
、
岩
緑
青
（
マ
ラ
カ
イ
ト
）、
石
黄
と
藍
の
混
合
物
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
赤
系
は
、
水
銀
朱
、
鉛
丹
、
ベ
ン
ガ
ラ
（
赤
い
酸
化
鉄
を
含
む
顔
料
）、
そ
し

て
、
有
機
質
の
赤
が
確
認
さ
れ
た
。
水
銀
朱
は
鉛
丹
層
の
上
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
ベ
ン
ガ
ラ
は
茶
色
系
や
、
赤
み
の
強
い
落
ち
着
い
た
紫
色
に
使
わ
れ
て
い

た
。
黄
色
に
は
石
黄
が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
絵
画
で
は
黄
色
自
体
あ
ま
り
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
使
用
頻
度
に
絵
画
と
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

　

明
治
期
の
作
例
二
件
で
は
、
青
色
彩
色
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使
わ

れ
て
い
た
。
藍
や
ア
ズ
ラ
イ
ト
が
使
わ
れ
た
様
子
は
う
か
が
え
ず
、
分
析
し
た
箇
所

に
限
っ
て
い
え
ば
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
緑
に
つ
い
て
は
、
岩
緑
青
の
代
わ
り
に
エ
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メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
、
こ
い
緑
に
は
、
石
黄
と
藍
色
色
材
を
混
合
し
た
も

の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
期
の
作
例
で
は
、
藍
色
色
材
と
し
て
藍
が
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
明
治
期
の
作
例
で
は
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
緑
に
青
み
を
増
す
た
め
に
混
ぜ
ら
れ
て
い

る
青
色
色
材
は
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
で
は
な
く
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
赤
系
や
黄
色
の
色
材
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
合
成
材
料
も
輸
入

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
明
治
中
頃
に
な
っ
て
も
、
江
戸
期
の
例
と
ほ
ぼ
同
じ
色
材
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
同
様
の
技
法
で
彩
色
さ
れ
て
い
た
。

　

本
調
査
で
は
、
製
作
年
代
こ
そ
不
確
か
で
は
あ
る
が
、
七
条
左
京
家
三
十
一
代
康

朝
の
作
例
と
し
て
、
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
を
調
査
対
象
①
と
し
た
。
つ
い
で
、
畑
治

郎
右
衛
門
作
の
玉
龍
院
十
六
羅
漢
像（
調
査
対
象
③
）、同
氏
作
の
玉
林
寺
諸
尊
像（
調

査
対
象
④
）、「
三
十
三
代
」
の
銘
が
残
る
金
勝
寺
十
六
羅
漢
像
（
調
査
対
象
⑤
）
の

三
か
寺
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
明
治
時
代
の
京
仏
師
の
作
例
と
し
て
、
乾

い
ぬ
い

清
太
郎

に
よ
る
瑞
龍
院
十
六
善
神
像
お
よ
び
阿
難
像
他
（
調
査
対
象
⑬
）
の
調
査
を
行
っ
た
。

以
上
、
龍
泉
寺
を
含
め
た
調
査
対
象
①
か
ら
⑤
ま
で
と
⑬
を
、
京
都
仏
師
に
よ
る
作

例
と
す
る
。

　

地
方
仏
師
の
作
例
と
し
て
、
林
家
が
製
作
し
た
常
林
寺
十
六
羅
漢
（
調
査
対
象

⑥
）、
旧
玄
海
参さ

ん
ろ
う
じ
ょ

篭
所
の
不
動
明
王
三
尊
（
調
査
対
象
⑦
）
の
二
件
、
続
く
新
海
宗

慶
に
よ
る
各
諸
尊
（
調
査
対
象
⑧
～
⑫
）
を
調
査
対
象
と
し
た
。

❷
色
材
お
よ
び
技
法
調
査

　

調
査
は
、
現
地
で
の
観
察
、
可
搬
型
蛍
光
X
線
分
析
計

（
（
（

に
よ
る
元
素
分
析
（
以
下
、

可
搬
X

 

R

 

F
）
の
ほ
か
、
仏
像
か
ら
剥
落
し
た
微
小
な
彩
色
片
を
実
験
室
に
持
ち

帰
っ
て
の
試
料
片
分
析
に
よ
り
行
っ
た
。
筆
者
岡
田
が
修
復
を
手
掛
け
た
仏
像
に
つ

い
て
は
、
修
復
中
に
得
ら
れ
た
自
然
に
脱
落
し
た
彩
色
片
を
住
職
ら
の
許
可
を
得
て

採
取
し
て
い
る
。

表1　調査対象一覧

調査場所 調査仏像 作者 製作年代

① 永昌寺 十六羅漢 三十一代康朝 文化年間（1804 〜 1817）

② 龍泉寺　 十六羅漢　 三十一代康朝 文化 14 年（1817）

③ 玉龍院 十六羅漢 畑治郎右衛門 文化 6 年（1809）〜天保 （ 年（1831）

④ 玉林寺 祖師像・大権修利・ 
達磨大師 畑治郎右衛門 文化年間（1804 〜 1817）か

⑤ 金勝寺 十六羅漢 三十三代（康敬） 文政〜天保年間（1818 〜 1843）頃か

⑥ 常林寺 十六羅漢 林文作・治三郎 嘉永元年・嘉永 （ 年（1848・1849）

⑦ 旧玄海参篭所 不動明王三尊 林文作 文久 （ 年（186（）

⑧ 個人宅 不動明王 新海宗松 
（後の宗慶） 慶応 （ 年（1866）

⑨ 慈眼寺 十六羅漢 新海宗慶 明治 （ 年・明治 7 年（1869・1874）＊

⑩ 塩田行屋 地蔵菩薩 新海宗慶 明治 9 年（1876）

如意輪観音 明治 10 年（1877）

御沢仏 明治 1（ 年頃（1879）

⑪ 法来寺 十大弟子 新海宗慶 明治 18 年（1885） 

⑫ 玉林寺 天室正運 新海宗慶 明治 （7 年（1894）

⑬ 瑞龍院 十六善神および諸尊 乾清太郎 明治 （8 年（1895）〜 31 年（1898）頃

＊ （ 体に異なる年の銘が記入されていた（詳細は本誌岡田・長谷 p.113 を参照のこと）
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表2　彩色材料分析の実施手法一覧

分析調査項目

調査場所 可搬 XRF 実験室 XRF
実体・光学顕微鏡観察

SEM-EDS 赤外分光分析
未包埋 クロスセクション

① 永昌寺 － ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

② 龍泉寺＊ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

③ 玉龍院 － ✓ ✓ ✓ － ✓

④ 玉林寺 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑤ 金勝寺 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑥ 常林寺 ✓ － ✓ ✓ ✓ ✓

⑦ 旧玄海参篭所 ✓ ✓ ✓ － － ✓

⑧ 個人宅 ✓ － － － － －

⑨ 慈眼寺 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑩ 塩田行屋＊ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑪ 法来寺＊ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑫ 玉林寺 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

⑬ 瑞龍院 － ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

＊結果の詳細な報告は［島津・岡田 （017］を参照のこと。

　

剥
落
箇
所
か
ら
の
試
料
片
採
取
で
は
、
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
る
測
定
点
の
色
調
を

考
慮
し
、測
定
点
周
辺
や
同
じ
色
調
と
判
断
で
き
る
部
分
と
一
致
す
る
よ
う
努
め
た
。

試
料
片
は
、
ま
ず
、
実
体
お
よ
び
光
学
顕
微
鏡

（
3
（

に
よ
り
色
調
と
色
材
粒
子
の
状
態
を

観
察
し
た
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
色
材
の
推
定
同
定
が
可
能
な
場
合
は
、
実
験
室
設

置
型
の
蛍
光
X
線
分
析
装
置
（
以
下
、
実
験
室
X

 

R

 

F
）

（
4
（

を
利
用
し
た
。
複
数
の

色
材
が
混
合
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
彩
色
層
が
数
層
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
粒
子
の

形
状
や
分
布
状
態
な
ど
の
よ
り
詳
細
な
分
析
を
行
う
た
め
、
試
料
片
を
透
明
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
樹
脂
に
包
埋
・
断
面
の
研
ぎ
出
し
を
行
い
（
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
）、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
散
型
X
線
分
析
装
置
（
E

 

D

 

S
）
付
属
の
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（
S

 

E

 

M
）

（
5
（

に
よ
る
元
素
分
析
と
反
射
電
子
像
の
観
察
を
行
っ
た
。

　

有
機
物
、
と
く
に
ニ
カ
ワ
や
藍
、
あ
る
い
は
一
部
の
無
機
物
色
材
、
プ
ル
シ
ア
ン

ブ
ル
ー
な
ど
の
分
析
に
は
、赤
外
分
光
分
析
を
利
用
し
た
。
試
料
片
が
微
小
で
あ
り
、

通
常
の
実
験
室
設
置
型
の
赤
外
分
光
装
置
で
は
、
彩
色
部
分
と
胡
粉
下
地
を
分
離
し

て
分
析
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
彩
色
片
に
胡
粉
な
ど
の
赤
外
領
域
に
吸
収
が

あ
る
物
質
が
混
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
色
材
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
さ
ら
に

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
分
析
径
を
一
〇
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
ま
で
絞
る
こ
と

が
で
き
る
大
型
放
射
光
施
設
（SPring-8

）
で
の
分
析
を
実
施
し
た

（
6
（

。

　

最
終
的
に
、
各
種
の
元
素
分
析
に
よ
る
主
要
な
検
出
元
素
、
彩
色
表
面
の
色
調
、

色
材
粒
子
の
色
や
形
状
、
赤
外
分
光
分
析
の
結
果
を
考
慮
し
、
使
用
色
材
を
推
定
し

た
（
表
（
）。

色
材
分
析
の
結
果

結
果
一
　
①
永
昌
寺
　
十
六
羅
漢
像

　

本
十
六
羅
漢
像
は
、
仏
像
が
座
っ
て
い
る
台
座
内
側
の
墨
書
き
「
七
条
左
京
」
か

ら
、京
都
の
七
条
仏
所
の
仏
師
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
製
作
年
代
は
、

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
頃
と
寺
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
三
十
一
代
「
康

朝
」
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
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可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
る
分
析
は
実
施
せ
ず
、
修
復
時
の
剥
落
片
四
片
を
実
験
室
に

て
分
析
し
た
。
試
料
は
、
第
三 

迦か
な
か
ば
り
だ
じ
ゃ

諾
迦
跋
釐
堕
闍
尊
者
の
黒
の
僧
衣
、
台
座
に
描

か
れ
た
波
の
青
と
岩
の
緑
部
分
か
ら
採
取
し
た
（
表
3
）。

　

僧
衣
の
黒
は
、
単
純
な
墨
塗
り
で
は
な
く
、
ベ
ン
ガ
ラ
が
混
合
さ
れ
て
い
た
。
赤

色
色
材
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
黒
が
強
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
と
考

表3　永昌寺　十六羅漢像　試料片分析結果一覧

分析部分
の表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1
推定される材料と

使用方法 備考 試料
番号 調査対象＊（

青 台座 Ca, Cu, Fe, Si

青は，天然藍を主
成分とする。銅
の検出は，試料片
に含まれる緑部分

（岩緑青）による。

µ-FTIR にてイン
ディゴと炭酸イ
オンに由来する
吸収帯を確認

ES01

第三尊者 
（写真２
　① -1）

緑 台座 ― 岩緑青 分析は ES01 で
実施 ES03

黒の衣地
に金色の
文様

衣 Au, Ag, Ca, Fe

墨，ベンガラ（赤），
胡粉を混合した黒
を使用。 
灰色の下地は，胡
粉に墨を少量混ぜ
たものと推定。

銀は，天然に金
の中に含まれる。

ES0（, 
ES04

＊1 Si：ケイ素，Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，Au：金，Ag：銀
＊（　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

え
ら
れ
る
。
下
地
に
は
、
貝
殻
胡
粉
と
少
量
の
墨
の
よ
る
灰
色
の
絵
具
が
用
い
ら
れ

て
い
た
。
青
の
試
料
で
は
、
赤
外
分
光
分
析
に
よ
り
イ
ン
デ
ィ
ゴ
と
推
定
さ
れ
る
ス

ペ
ク
ト
ル
が
得
ら
れ
て
お
り
、
藍
が
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
緑
の
部
分
で

は
、
実
験
室
X

 

R

 

F
に
よ
り
銅
を
検
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
緑
青
が
用
い
ら

れ
た
と
推
定
し
た
。

結
果
二
　
③
玉
龍
院
　
十
六
羅
漢
像

　

玉
龍
院
に
お
い
て
も
、
対
象
仏
の
修
復
に
際
し
得
ら
れ
た
剥
落
片
を
試
料
と
し
て

分
析
し
た
。
試
料
片
は
、
赤
、
黄
、
緑
、
青
、
白
み
の
青
な
ど
一
一
片
で
あ
る
（
表

4
）。
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
れ
ば
、赤
の
試
料
片
か
ら
は
、水
銀
と
鉛
を
検
出
し
て
お
り
、

鉛
丹
層
に
水
銀
朱
の
層
を
重
ね
た
二
層
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
黄
色
部
分
か

ら
は
ヒ
素
を
検
出
し
て
お
り
、
石
黄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
緑
部
分

で
は
銅
を
検
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
緑
青
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
青

か
ら
は
、
藍
と
透
明
感
の
あ
る
青
色
粒
子
の
二
種
類
が
見
つ
か
っ
た
。
彩
色
の
面
積

が
比
較
的
広
い
衣
部
分
の
青
に
は
、
藍
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
少
量
の
石
黄
が
混
合

さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
黄
色
を
加
え
る
こ
と
で
明
る
さ
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。

　

他
方
、
白
み
を
帯
び
た
青
、
い
わ
ゆ
る
水
色
は
、
胡
粉
と
藍
を
混
ぜ
て
作
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有
色
の
色
材
と
胡
粉
を
混
合
す
る
こ
と
で
、
白
と
の
中
間

色
を
作
る
方
法
は
「
具
」
と
い
う
技
法
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
水
色
の
表
現
は

「
藍あ

い
の
ぐ具

」
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
石
黄
は
混
ぜ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

石
黄
は
藍
に
よ
り
青
に
彩
色
す
る
際
に
限
っ
て
加
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

透
明
感
の
あ
る
青
色
粒
子
は
、
水
色
の
衣
地
や
金
箔
が
貼
ら
れ
た
衣
の
裾
部
分
に

使
わ
れ
て
い
た
（
写
真
1
）。
粒
子
の
形
状
や
色
調
の
特
徴
か
ら
、
ガ
ラ
ス
質
の
青

色
色
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
花
紺
青
で
あ
る
と
推
察
し
た
（
図
1
）。

　

画
法
書
『
画が

せ
ん筌

』（
亨
保
六
年
（
一
七
二
一
）
刊
）
に
よ
れ
ば
、
花
紺
青
は

「
硝び

い
ど
ろ石

を
焼
い
て
つ
く
る
」
と
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
絵
画
材
料
と
し
て
一
六
～
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分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 試料番号 調査対象＊（

赤 衣，左肘 Hg, Pb 鉛丹層の上に水銀朱の層を重
ねる。 GR01 第三尊者 

（写真５　③ -3）

赤 左袂，下端 GR09 第十一尊者 
（写真５　③ -11）

黄に半透明
な膜

衣の文様，
左膝 Hg 

半透明な膜はニカワ，水銀は
衣地の赤である水銀朱による
ものと推定。

黄は，周囲の石黄か，金箔の
一部 GR0（ 第三尊者

黄 虎の足裏 As 石黄 GR05 第六尊者 
（写真５　③ -6）

青 
金色

左裾，衣地
と裾の金箔
部分

藍と少量の石黄の混合 
金箔貼，下地は砥粉と推定

µ-FTIR にてインディゴに由来
する吸収帯を確認。 
藍に少量の石黄が混ぜられた
部分では，やや青みが強く色
が濃い。藍のみの部分は，灰
色みの青を呈する。

GR03 第四尊者 
（写真５　③ -4）

青 衣，左腿 藍と少量の石黄の混合 GR04

青 衣裏 藍 GR08 第十尊者 
（写真５　③ -10）

白青地に
青色文様 左袖口 Ca, Fe, Co, 

Ni, As
藍と胡粉を混合した白青地に，
青色ガラスで文様を描く。 GR10 第十一尊者

白青 衣裾，左側 Ca 藍と胡粉の混合 GR11 第十二尊者 
（写真５　③ -1（）

金箔上に
青色文様 衣裾 金箔上に青色ガラスで文様を

描く。 GR07 第七尊者 
（写真５　③ -7）

緑 衣，右腿 Cu 岩緑青 GR06

＊1   Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，Co：コバルト，Ni：ニッケル，As：ヒ素，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

表4　玉龍院　十六羅漢像　試料片分析結果一覧

一
八
世
紀
に
多
用
さ
れ
た
ス
マ
ル
ト
と
同
一
顔
料
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

花
紺
青
の
製
造
方
法
や
流
通
経
路
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

日
本
で
用
い
ら
れ
た
花
紺
青
と
ス
マ
ル
ト
の
関
係
性
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
前
近
代
に
お
い
て
は
、
絵
具
や
顔
料
の
名
称
は
、
第
一
義
に
色
調
に
基
づ

い
て
付
与
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
化
学
的
に
同
一
の
物
質
で
あ
る
色
材
で
あ
っ

て
も
、
必
ず
し
も
同
じ
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
他
方
で
、
絵
具
の

包
み
紙
な
ど
に
記
さ
れ
た
名
称
と
そ
の
中
身
が
、
現
在
の
定
義
に
よ
る
物
質
名
と
色

材
名
の
組
み
合
わ
せ
に
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿

で
は
、
材
質
を
明
確
に
表
せ
る
よ
う
「
青
色
ガ
ラ
ス
」
と
記
す
こ
と
と
し
た
。

結
果
三
　
④
玉
林
寺
　
祖
師
像
・
大
権
修
利
他

　

祖
師
像
は
、
榮
山
禅
師
像
・
道
元
禅
師
像
・
栄
徹
和
尚
像
（
西
光
院
開
基
）・
常

泉
寺
開
基
の
僧
像
の
四
尊
で
あ
り
、
大
権
修
利
菩
薩
像
、
達
磨
大
師
像
の
二
尊
像
、

六
体
を
対
象
と
し
た
（
表
5
）。

　

赤
に
、
基
本
的
に
は
鉛
丹
と
水
銀
朱
の
二
種
類
を
使
い
塗
り
重
ね
て
い
る
点
は
、

他
の
寺
院
に
お
け
る
像
に
同
じ
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
断
面
観
察
で

は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、表
面
の
色
調
や
亀
裂
を
生
じ
て
い
る
箇
所
の
観
察
か
ら
、

白
色
下
地
の
上
に
鉛
丹
が
塗
ら
れ
、
そ
の
さ
ら
に
上
か
ら
水
銀
朱
に
よ
る
彩
色
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
紐
の
赤
な
ど
面
積
の
比
較
的
小
さ
い

部
分
で
は
、
水
銀
朱
が
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、
橙
色
に
は
、
鉛
丹
や
水

銀
朱
は
使
わ
ず
、
石
黄
と
ベ
ン
ガ
ラ
を
混
合
し
て
彩
色
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

黄
色
に
は
石
黄
が
使
わ
れ
て
お
り
、
藍
と
混
ぜ
る
際
に
混
合
比
を
変
え
て
、
黄
緑

か
ら
こ
い
緑
、
や
や
緑
み
の
青
と
異
な
る
色
調
を
作
り
出
し
て
い
る
。
比
較
的
広
い

面
積
を
彩
色
す
る
衣
部
分
で
は
、
石
黄
と
藍
を
混
合
し
た
こ
い
緑
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
像
が
置
か
れ
て
い
る
椅
子
に
見
ら
れ
る
明
る
い
緑
や
衣
の
文
様
な
ど
に
は
岩
緑

青
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
部
に
銅
と
亜
鉛
を
同
時
に
検
出
し
て
お
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分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

赤 左足，沓 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重ねる。 GY-SY1（

大権修利菩薩 
（写真 7　④ -1）

赤 左袖内側 Hg, Ca 水銀朱 GY-SY13
薄赤 衣，左裾 Ca, (Au) 胡粉と有機質の赤 GY-SY11
薄橙色 左手，肌 Ca, As, (Fe) 胡粉と石黄，ベンガラの混合 GY-SY03
青 右袖 As, Pb, Fe, Co 青色ガラス GY-SY10
紺色 冠，左側面 Ca 藍 GY-SY06

緑 不明（はく落片） 藍と石黄の混合 µ-FTIR にてインディゴに
由来する吸収帯を確認。 GY-SY01+

緑地にうすい赤と
白の文様線 衣，正面 As, Pb, Ca, Au 藍と石黄の混合，鉛丹，胡粉 GY-SY0（

緑 衣，正面 Ca, As 藍と石黄の混合 GY-SY14

緑地に白文様 背，衣，腰付近 Ca, As 藍と石黄の混合による緑地に胡
粉で文様を描く。 GY-SY15

緑地に赤文様 背，衣，腰付近 As, Hg, (Ca) 藍と石黄の混合による緑地に水
銀朱で文様を描く。 GY-SY16

緑地に青文様 背，衣 As, Ca, (Co, Ni) 藍と石黄の混合による緑地に青
色ガラスで文様を描く。

GY-SY17, 
GY-SY18

緑 冠 Cu, Zn 岩緑青 Zn の由来は不明 GY-SY05
緑 椅子座面，左側面 Cu, (Pb) 岩緑青 GY-SY08

薄緑 正面，裳 Ca, Cu 白緑（粒子の細かい岩緑青），
Ｃａは下地の胡粉による。 GY-SY07

ややくすんだ緑 椅子座面，左側面 Cu, Ca, (Pb) 岩緑青と胡粉の混合 GY-SY09

赤茶色地に緑 襟 Cu, Fe, Zn, Ca ベンガラによる赤茶色地に銅系
緑色色材で文様を描く。

赤茶色の地には有機質の
赤も混合か。 
分析点近くに金色あり。
本像では金箔が用いられ
ているが，例外的に真鍮
泥が使われたか。Ｚｎの
由来は不明

GY-SY19

金色 衣，正面 Au, Ca 金箔 GY-SY04
赤 背，衣 Hg, (Pb) 鉛丹層に水銀朱を重ねる。 GY-D05

達磨大師 
（写真 7　④ -（）

赤 不明（はく落片） Hg 水銀朱 GY-D01+, 
GY-D0（+

赤地に青文様 衣，正面 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重ねた赤地に
藍で文様を描く。 GY-D06

金色地に緑文様 衣，正面 Cu, Zn, Pb, Au, 
(As, Hg) 金箔地に岩緑青で文様を描く。 GY-D07

水色 衣 Ca 藍と胡粉の混合 µ-FTIR にてインディゴに
由来する吸収帯を確認。 GY-D04, GY-D03+

赤 紐 Hg 水銀朱 GY-L401 道元 
（写真 8　④ -3）

赤 衣，袈裟 水銀朱
GY-L（01+, 
GY-L（0（+, 
GY-L（03+

瑩山 
（写真 8　④ -4）

薄赤 背，衣 Ca 有機質か GY-L505, 
GY-L503+

常泉 
（写真 8　④ -5）

橙 右袖裾 Ca, Fe, As ベンガラと石黄の混合 GY-L103 西光 
（写真 8　④ -6）

赤にうすい赤文様 衣，正面 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重ねる。 GY-L（07 瑩山

青 袈裟，裏地 藍と石黄の混合 µ-FTIR にてインディゴに
由来する吸収帯を確認。 GY-L10（+

西光
緑 椅子，背 Cu, (Pb) 岩緑青 GY-L104

緑 右袖，袂内側 Cu, (Pb) 岩緑青 GY-L（08, 
GY-L（06+ 瑩山

緑 背，衣 Cu, (Pb) 岩緑青 GY-L504
常泉

緑 袈裟 岩緑青の緑地に石黄や藍を用い
た線で文様を描く。

µ-FTIR にてインディゴに
由来する吸収帯を確認。 GY-L50（+

黄緑 衣 Ca, As, S, Si 藍と石黄の混合 GY-L101+ 西光

金，赤 袈裟，帯 金箔 GY-L（04+, 
GY-L（05+ 瑩山

紫 衣 有機質か GY-L501+ 常泉

＊1　Si：ケイ素，S：硫黄，Ca：カルシウム，Fe：鉄，Co：コバルト，Ni：ニッケル，Cu：銅，Zn：亜鉛，As：ヒ素，Au：金，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

表５　玉林寺　二尊者像および祖師像4体　可搬XRF・試料片分析結果一覧
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り
、
真
鍮
泥
が
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
地
で
の
調
査
時
に

は
金
色
と
認
識
し
て
い
な
い
部
分
か
ら
亜
鉛
を
検
出
し
て
い
る
た
め
、
亜
鉛
が
緑
色

色
材
に
関
係
し
て
い
る
の
か
、
真
鍮
泥
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
現
時
点
で
は
判
断

が
つ
い
て
い
な
い
。
緑
彩
色
箇
所
の
分
析
で
は
、
銅
と
と
も
に
亜
鉛
や
鉛
を
検
出
す

る
事
例
が
複
数
例
あ
り
、
岩
緑
青
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ

の
こ
と
を
十
分
に
議
論
で
き
る
分
析
デ
ー
タ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ

で
は
、
銅
と
と
も
に
亜
鉛
や
鉛
を
検
出
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
記
載
す
る
に
と
ど

め
る
。

　

青
は
、
藍
を
単
独
で
使
う
か
、
藍
に
少
量
の
石
黄
を
加
え
て
彩
色
さ
れ
て
い
た

（
写
真
（
）。
藍
は
、
単
独
で
使
う
と
や
や
黒
み
が
あ
る
た
め
、
青
の
明
度
を
上
げ
る

目
的
で
、
緑
に
な
ら
な
い
程
度
の
量
の
石
黄
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
白
青
部
分
は
、
玉
龍
院
同
様
、
胡
粉
と
藍
を
混
ぜ
て
彩
色
さ
れ
て
い
る
（
写

真
3
）。
そ
の
他
、
修
利
菩
薩
の
右
袖
部
分
に
描
か
れ
た
円
紋
の
内
部
や
、
文
様
を

描
い
た
鮮
や
か
な
青
部
分
に
は
、
青
色
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
他
事
例
と

の
比
較
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
（
、
図
3
）。

結
果
四
　
⑤
金
勝
寺
　
十
六
羅
漢
像
お
よ
び
二
尊
者
像

　

金
勝
寺
で
は
、
十
六
羅
漢
像
、
阿
難
像
、
迦
葉
像
を
分
析
対
象
と
し
、
比
較
の
た

め
、
本
尊
の
螺
髪
お
よ
び
脇
侍
の
頭
髪
部
分
の
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
る
分
析
を
行
っ

た
。
対
象
と
し
た
諸
尊
像
に
お
け
る
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
る
分
析
点
は
四
八
点
、
試

料
片
は
一
五
点
で
あ
る
（
表
6
）。

　

現
地
で
の
可
搬
X

 

R

 

F
分
析
か
ら
、
赤
は
鉛
丹
層
の
上
に
水
銀
朱
の
重
ね
塗
り
、

黄
色
は
石
黄
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
た
。
緑
は
岩
緑
青
を
単
独
で
使
う
場
合

と
石
黄
と
藍
を
混
合
す
る
場
合
の
二
種
類
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
茶
色
み

の
あ
る
紫
や
、
や
や
橙
色
を
帯
び
た
肌
色
部
分
か
ら
は
、
鉄
が
検
出
さ
れ
、
ベ
ン
ガ

ラ
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
実
験
室
に
お
け
る
試
料

片
の
各
種
分
析
に
よ
っ
て
、
推
定
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

金
色
部
分
に
つ
い
て
は
、
衣
に
描
か
れ
る
文
様
や
縁
を
帯
状
に
装
飾
す
る
場
合
に

は
金
箔
が
使
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
か
な
り
く
す
ん
だ
金
色
を
呈
す
る
大
迦
葉
像
の

肉
身
部
分
で
は
銅
と
亜
鉛
を
検
出
し
て
お
り
、
真
鍮
泥
に
よ
り
彩
色
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
装
飾
に
金
箔
を
用
い
、
肉
身
部
を
彩
色
す
る
際
に
真
鍮
泥
を
使
っ
た

例
は
、
塩
田
行
屋
の
像
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

青
は
、
下
層
に
あ
る
色
に
応
じ
て
、
藍
、
青
色
ガ
ラ
ス
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
が
そ
れ
ぞ

れ
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
試
料
片
に
よ
る
詳
細
な
分
析
か
ら
、
藍

の
青
に
は
、
玉
龍
院
の
青
と
同
じ
よ
う
に
少
量
の
石
黄
が
混
合
さ
れ
て
い
た
。
藍
に

よ
る
青
色
は
、
衣
地
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
う
す
い
色
の
地
に
描
か
れ
る

文
様
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
青
色
ガ
ラ
ス
は
、
文
様
を
描
く
際
や
衣
の
端
部

分
に
帯
状
に
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る
箇
所
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
4（
a
）、

図
4
、
図
（
参
考
）。
同
じ
用
法
が
龍
泉
寺
、
玉
龍
院
、
玉
林
寺
の
複
数
体
で
認
め

ら
れ
て
お
り
、
工
房
や
製
作
者
な
ど
に
お
い
て
共
通
し
た
技
法
で
あ
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ア
ズ
ラ
イ
ト
は
、
衣
上
の
文
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
衣
地
の
よ
う
に
比
較
的

面
積
が
広
い
部
分
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
青
色
粒

子
に
わ
ず
か
に
緑
色
粒
子
が
混
ざ
っ
て
い
る
様
子
が
観
察
で
き
た
（
写
真
4（
b
））。

岩
緑
青
が
使
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
彩
色
時
に
混
入
し
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
他
の
色
の
彩
色
部
分
で
は
そ
う
し
た
緑
色
粒
子
の
混
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
と
岩
緑
青
の
原
材
料
で
あ
る
マ
ラ
カ
イ
ト
は
組
成
が
同
じ
銅

鉱
物
で
あ
り
、
同
じ
鉱
山
か
ら
採
掘
さ
れ
る
〔
鶴
田
一
九
九
一
〕。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
ズ
ラ
イ
ト
の
彩
色
中
に
含
ま
れ
る
緑
色
粒
子
は
原
材
料
の
鉱
物
に
天
然
の
状
態
で

混
入
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
五
　
⑥
常
林
寺
　
十
六
羅
漢
像

　

可
搬
X

 

R

 

F
分
析
に
よ
り
二
七
点
を
測
定
し
、
試
料
片
一
二
点
に
対
し
て
は
実

験
室
に
て
詳
細
な
分
析
を
お
こ
な
っ
た
（
表
7
）。
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表6　金勝寺十六羅漢像および阿難像，迦葉像　可搬XRF・試料片分析結果一覧

分析部分の表面色 分析部位 主要 
検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 調査・ 

試料番号＊（ 調査対象＊3

赤 背面，衣 Hg, Pb, (Ca)
鉛丹層の上に水銀朱を重ねる。

KS01 一番 
（写真 （5　⑤ -1）

赤 背面，衣 Hg, Pb, (Ca) KS07, KS08 三番 
（写真 （5　⑤ -3）

赤 衣，左袖 Hg 水銀朱 KS11
七番 

（写真 （5　⑤ -7）わずかに青みの白地に赤
文様 衣，文様 Ca, Hg, Pb 藍色色材で青みの白地を塗り，水銀朱で文様

を描く。
計測箇所付近に亀裂あり。鉛
丹による補彩の可能性あり。 KS1（

赤茶色地に赤文様 衣，文様 Hg, Fe, Ca ベンガラの赤茶色地に水銀朱で文様を描く。 KS17 八番 
（写真 （5　⑤ -8）緑地に赤文様 背面，衣 As, Ca, Hg 藍と石黄による緑地に，水銀朱で文様を描く。 KS19

赤 衣正面 Hg 水銀朱 KS51+ 十一番 
（写真 （5　⑤ -11）

赤 衣 Hg, As, (Cu) 水銀朱
As は隣りの黄色部分から，
Cu はわずかに残る文様部分か
らと推定。

KS（6 十四番 
（写真 （5　⑤ -14）

赤 衣 Hg, Fe, Ca, 
(Pb)

鉛丹層の上に水銀朱を重ねる。
Fe は補彩からと推定 KS（8, KS57+ 十五番 

（写真 （5　⑤ -15）

赤 左上腕，衣 Hg, Pb KS33 十六番 
（写真 （5　⑤ -16）

黒地に赤文様 衣，右膝 Ca, Hg 水銀朱で文様を描く。 KS14, KS15 七番 
（写真 （5　⑤ -7）

黄 衣 As, (Ca) 石黄 KS（7, KS56+ 十四番 
（写真 （5　⑤ -14）

紺地に黄色の文様 衣，文様 As, Ca 藍による地に石黄で文様を描く。 KS4（ 迦葉（写真 （6）
薄橙 右腕，肌 Ca, Fe, As 胡粉および少量のベンガラと石黄の混合。 KS09 三番
薄橙 頭部 Fe 胡粉と微量のベンガラ KS53+ 十一番
茶色 衣 Ca 胡粉下地に赤系の有機質色材で彩色か。 KS54+ 十二番
茶紫 衣，右袖，文様 Ca, Fe ベンガラと胡粉の混合 KS16 八番

緑地に青文様 左上腕，衣 Hg, As, Ca, 
(Cu)

藍と石黄を混合した緑地に，アズライトで文
様を描く。 Hg は周辺部の赤色箇所から KS04, KS05 一番

青と白青 左袖 As, Pb, Ca, (Fe, 
Co, Ni, Cu) 青は青色ガラス，白青は藍と胡粉を混合 KS10 三番

赤地に青文様 衣，文様 Hg, Pb, (Ca) 水銀朱と鉛丹による赤地に，藍で文様を描く。 KS（（, KS（3 八番

赤地に青文様 衣，文様 Hg, Pb, Cu, Ca 水銀朱と鉛丹による赤地に，アズライトで文
様を描く。 KS38, KS61+

阿難（写真 （6）紺地に青文様 衣，文様 Cu, As, Ca 紺地は藍に少量の石黄の混合，青の文様はア
ズライト

KS36, KS37, 
KS39, KS59+, 
KS63+

金色地に青文様 衣文様 Ca, Fe, Co, As, 
Au, Ni, K, Si 金箔上に，青色ガラスで文様を描く。 KS60+

青 螺髪 As, Co, Fe, Ca 青色ガラス KS43 〜 KS46 本尊（写真 （7）
青 螺髪 As, Co, Fe, Ca 青色ガラス KS47，KS48 脇侍

青 衣 藍と少量の石黄の混合 µ-FTIR にてインディゴに由
来する吸収帯を確認。 KS55+ 十四番

赤地に青文様 衣，文様
地：Hg 
文様：As, Ni, 
Fe,  Co

水銀朱による赤地に，青色ガラスで文様を描
く。 KS50+ 八番

わずかに青みのある白地
にややくすんだ青文様 衣，右膝，文様 Ca, Fe, Co, Ni, 

Cu, Zn, Pb, As
藍によるうすい青白地に，真鍮泥と青色ガラ
スで文様を描く。 KS13 七番

青緑 右膝，衣 As, Hg, Ca 藍と石黄による緑地に，水銀朱や石黄で文様
を描く。 KS03

一番
緑 背面，衣 As, Ca

藍に少量の石黄を混合

KS0（
緑 背面，衣 As, Ca KS18, KS（4 八番
緑 右膝，衣 As, Ca, Hg KS（5 九番
緑 正面，衣 As, Ca KS34

阿難
緑地に赤文様 衣，文様 As, Ca As は緑地から，赤は有機質 KS35
緑 背面，衣 Cu, Pb, Ca

岩緑青

KS06 三番
緑 台座 Cu, Ca, Pb KS（0 八番
緑 衣正面 Cu KS5（+ 十一番

緑 衣 Cu, Pb, Ca KS（9 〜 KS31, 
KS58+ 十五番

緑 左足，衣 Cu, Pb, Ca KS3（ 十六番

赤地に緑文様 衣，文様 Hg, Cu, Pb, 
(Ca)

水銀朱と鉛丹による赤地に，岩緑青で文様を
描く。 KS（1 八番

青緑地に白と青の文様 衣，文様 As, Co, Fe, Ca 藍と石黄による青緑地に，胡粉と青色ガラス
で文様を描く。 KS41

大迦葉
金色 肉身，胸部 Cu, Zn, Ca, Fe 真鍮泥 KS40

紫 衣，右袖袂 µ-FTIR によりカルサイト（炭
酸カルシウム）の吸収帯を確認 KS6（+

阿難
やや赤みのある青 衣 青の主成分は藍 µ-FTIR にてインディゴに由

来する吸収帯を確認。 KS64+

＊1　　Si：ケイ素，K：カリウム，Ca：カルシウム，Fe：鉄，Co：コバルト，Ni：ニッケル，Cu：銅，Zn：亜鉛，As：ヒ素，Au：金，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　 「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。
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分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1
推定される材料と

使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

赤 右腕，衣 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重
ねる。

JL1（ 十四番 
（写真 （8　⑥ -14）

赤 背中，衣 Pb, Hg JL（3, JL35+ 十六番 
（写真 （8　⑥ -16）赤橙色 左膝，衣 As, Fe, Ca 石黄とベンガラの混合 JL18, JL36+

薄橙色 脇腹，肌 Ca
胡粉と少量のベンガラ
の混合

JL08 八番 
（写真 （8　⑥ -8）薄橙色 左手，肌 JL（9+

薄橙色 頭部，肌 Ca JL17 十五番 
（写真 （8　⑥ -15）

薄橙色 胸，肌 Pb, Ca

胡粉と少量の鉛丹の
混合

JL11, JL31+ 十一番 
（写真 （8　⑥ -11）

白 右腕，肌 Pb, Ca JL0（ 五番 
（写真 （8　⑥ -5）白 後頭部，肌 Ca, Pb JL03, JL（6+

白 肌 Ca, Pb JL19
十六番 

（写真 （8　⑥ -16）白 背中，剥落
部分 Ca, Hg, Pb 胡粉下地（上に鉛丹層，

水銀朱を重ねていた）
Ca 強度が高く，剝れた赤色彩
色に由来する Hg,Pb を検出し
たものと推定。

JL（0

暗い青 右裙 Ca, As 藍と少量の石黄の混合

µ-FTIR にてインディゴに由来
する吸収帯を確認。 
暗く見えるのは，表面コート
による効果もあると考えられ
る（濡れ色）。

JL01, JL（7+ 五番

青 背，条帛 Ca

藍と胡粉の混合

JL07, JL（8+ 八番

青 背面，腰，
衣 Ca JL09 十一番

青 衣裏地 JL34+ 十五番
金色地に青色
文様 左裙 Ca, Au, Pb 金箔 JL04 五番

金色地に青色
文様 襟 藍 JL37+ 十六番

緑 衣 Cu, (Pb), Ca 岩緑青 JL05, JL06, 
JL30+ 八番

緑 左腕，衣 Cu, Ca, (Pb) 岩緑青 JL10 十一番
赤地に緑文様 右上腕，衣 Hg, Pb, Cu 水銀朱と鉛丹の赤地

に，岩緑青で文様を
描く。

JL13 十四番

赤地に緑文様 左肩，衣 Pb, Cu, Hg JL（（

十六番橙赤色地に緑
文様

左足すね，
衣

As, Cu, Fe, 
(Ca)

石黄とベンガラの橙
赤色地に，岩緑青で
文様を描く。

JL（1

緑 衣 胡粉と藍の混合 緑色に見えるのは表面コート
のためか。 JL3（+

十五番
緑〜青緑 衣 As 藍と石黄の混合 µ-FTIR にてインディゴに由来

する吸収帯を確認。
JL14 〜 JL16, 
JL33+

表7　常林寺　十六羅漢像　可搬XRF・試料片分析結果一覧

＊1　　Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，Zn：亜鉛，As：ヒ素，Au：金，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　 「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。
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赤
は
、
玉
龍
院
、
玉
林
寺
、
金
勝
寺
の
対
象
像
で
確
認
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
鉛

丹
層
の
上
に
水
銀
朱
を
塗
り
重
ね
て
お
り
、
橙
色
は
ベ
ン
ガ
ラ
と
石
黄
を
混
合
し
た

絵
具
で
彩
色
さ
れ
て
い
た
。
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
れ
ば
、
赤
の
彩
色
か
ら
は
水
銀
と

鉛
が
、
橙
色
の
彩
色
か
ら
は
鉄
と
ヒ
素
を
検
出
し
た
。
蛍
光
X
線
分
析
で
は
彩
色
表

面
に
存
在
す
る
元
素
を
検
出
す
る
が
、
彩
色
層
は
ご
く
薄
い
た
め
、
表
面
彩
色
の
下

に
あ
る
別
の
彩
色
層
や
下
地
層
に
含
ま
れ
る
元
素
も
検
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
複

数
の
元
素
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
各
元
素
が
表
面
層
に
存
在
す
る
の
か
、
表
面
層
の

下
に
存
在
す
る
の
か
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
他
方
で
、
彩
色
層
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
の
か
、
色
材
が
混
合
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彩
色
技

法
の
解
明
に
つ
な
が
る
。
多
く
の
場
合
、
彩
色
層
の
断
面
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ

と
で
、
彩
色
層
が
重
ね
塗
り
さ
れ
て
い
る
の
か
、
色
材
が
混
合
さ
れ
て
い
る
の
か
を

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
微
小
試
料
に
よ
る
断
面
観
察
が
難
し
い
場
合
は
、
色
材

粒
子
が
観
察
で
き
る
顕
微
鏡
を
用
い
て
表
面
や
亀
裂
箇
所
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と

で
重
ね
塗
り
か
混
合
か
を
推
定
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

　

赤
い
鉛
丹
層
に
同
じ
赤
系
の
水
銀
朱
を
塗
り
重
ね
る
と
、
よ
り
少
な
い
量
の
水
銀

朱
で
、
均
一
か
つ
下
地
が
透
け
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
表
面
を
水
銀
朱
の
赤
に
彩

色
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
5
）。
他
方
、
表
現
し
た
い
色
を
持
つ
単
体
の
色
材

が
な
い
場
合
は
、
複
数
の
色
材
を
混
合
し
て
表
現
し
た
い
色
合
い
の
絵
具
を
作
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
た
橙
色
は
、
や
や
茶
色
み
の
あ
る
赤
色
の
ベ
ン
ガ
ラ
と

黄
色
の
石
黄
を
混
合
し
た
絵
具
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
の
断

面
観
察
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
（
写
真
6
）。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
、

赤
色
彩
色
の
上
に
黄
色
彩
色
を
重
ね
る
こ
と
で
橙
色
を
作
り
出
す
と
い
っ
た
、
重
ね

塗
り
に
よ
る
混
色
技
法
は
確
認
し
て
お
ら
ず
、
橙
色
や
黄
緑
の
よ
う
な
中
間
色
の
絵

具
は
、
二
種
類
の
色
材
を
混
合
し
て
作
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

　

肌
の
色
に
は
、
白
に
近
い
肌
色
と
、
赤
み
の
あ
る
う
す
い
橙
色
の
二
種
類
が
あ
り
、

白
に
近
い
肌
色
の
方
か
ら
鉛
を
検
出
し
た
。
鉛
白
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
、
試
料
片
を
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
電
子
顕
微
鏡
付
属
の
E

 

D

 

S
に
よ
り
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
は
、
わ
ず
か
な
鉛
丹
粒
子
が
貝
殻
胡
粉
の
白
色
層
に
点
在

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
写
真
7
）。
赤
み
の
あ
る
う
す
い
橙
色
の
肌
色
部
分

で
は
、
微
小
な
赤
色
粒
子
が
分
散
し
て
お
り
、
E

  

D

 

S
分
析
で
鉄
、
ケ
イ
素
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
検
出
し
た
。
酸
化
鉄
を
含
む
ベ
ン
ガ
ラ
や
代
赭
が
用
い
ら
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
断
面
観
察
で
は
、
肌
色
層
全
体

が
赤
み
の
紫
外
線
蛍
光
を
発
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
有
機
質
の
赤
色
色
材
も
一

緒
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
写
真
8
）。

　

緑
に
は
岩
緑
青
が
、
青
に
は
藍
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
衣
の
襟
や
裾
部
分
に
あ
る

金
箔
上
の
青
も
藍
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
9
）。
青
の
彩
色

層
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
少
量
の
石
黄
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、

緑
に
見
え
る
箇
所
が
あ
り
、
石
黄
が
多
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
藍
が
退
色
し
う
す
く

な
っ
た
た
め
に
黄
色
み
を
帯
び
て
見
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
藍
の
彩
色

層
の
上
に
黄
色
の
層
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
箇
所
も
あ
り
、
彩
色
当
初
か
ら
藍
色
を

表
現
し
た
の
か
、
藍
と
石
黄
の
混
合
に
よ
る
こ
い
緑
を
用
い
た
の
か
は
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

結
果
六
　
⑦
旧
玄
海
参
篭
所
　
不
動
明
王
三
尊
像

　

本
像
は
、
中
央
に
不
動
明
王
が
座
り
、
脇
侍
像
の
矜こ

ん
が
ら

羯
羅
童
子
、
制せ

い
た
か

吒
迦
童
子
の

二
像
を
伴
う
。
不
動
明
王
三
尊
像
の
修
復
の
依
頼
を
受
け
た
筆
者
岡
田
は
、
当
時
修

士
課
程
の
学
生
で
あ
っ
た
足
立
収
一
氏
と
と
と
も
に
調
査
分
析
を
行
い
、
修
復
前
の

状
態
で
黒
色
一
色
と
な
っ
て
い
た
塗
膜
の
下
層
に
製
作
当
初
の
彩
色
が
現
存
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
修
復
に
際
し
、
表
面
の
墨
に
よ
る
黒
色
塗
膜
を
除
去
し
て
製

作
当
初
の
彩
色
を
露
わ
に
し
た
。
そ
の
際
に
行
っ
た
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
顔
料
分

析
と
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
顕
微
鏡
観
察
で
は
、
不
動
明
王
像
の
肉
身
部
の
緑

か
ら
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
不
動
明
王
像
の
肉
身
部
は
藍
と
石
黄
の
混
色
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
本
研
究
で
は
、
不
動
明
王
像
の
肉
身
部
の
再
調
査
と
、
制
吒
迦
童

子
の
衣
の
彩
色
に
つ
い
て
、
可
搬
X

 

R

 

F
お
よ
び
修
復
時
に
採
取
し
た
彩
色
片
を
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用
い
た
分
析
を
実
施
し
た
（
表
8
）。

　

不
動
明
王
像
の
肌
で
あ
る
こ
い
緑
は
、
石
黄
に
藍
と
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
両
方

が
混
合
さ
れ
て
い
た
。
青
色
粒
子
を
赤
外
分
光
分
析
に
よ
り
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
プ

ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
有
す
る
シ
ア
ノ
基
に
よ
る
赤
外
領
域
の
吸
収
（（100 cm

-1

）

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
吸
収
帯
は
、
同
じ
領
域
に
重
な
る
吸
収
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
検
出
さ
れ
や
す
い
。
さ
ら
に
、
同
じ
試
料
片
か
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
の
ス
ペ
ク
ト
ル

も
得
ら
れ
て
お
り
（
図
5
）、
二
種
類
の
紺
色
顔
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
E

 

D

 

S
に
よ
る
元
素
分
析
で
は
、
石
黄
の
成
分
で
あ
る
ヒ
素
、
硫

黄
を
検
出
し
た
。

　

制
吒
迦
像
の
衣
な
ど
に
み
ら
れ
る
青
に
は
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使

わ
れ
て
い
た
（
写
真
10
）。
本
像
群
は
、
墨
に
よ
る
後
世
の
塗
り
重
ね
が
あ
っ
た
た

め
、
表
面
が
ひ
ど
く
汚
れ
て
お
り
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
鮮
や
か
さ
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
試
料
片
の
E

 
D

 

S
分
析
に
よ
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
硫
黄
な
ど
を

検
出
し
た
こ
と
に
よ
り
推
定
同
定
し
た
。本
研
究
で
調
査
し
た
資
料
の
中
で
は
、も
っ

と
も
早
い
時
期
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使
わ
れ
て
い
た
事
例
で
あ
る
。

結
果
七
　
⑧
個
人
宅
　
不
動
明
王
立
像

　

本
不
動
明
王
像
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
可
搬
X

 

R

 

F
分
析
の
み
を
実
施
し
た

（
表
9
）。
台
座
に
鮮
や
か
な
青
が
認
め
ら
れ
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
可
搬
X

 

R

 

F
分
析
に
お
い
て
ア
ズ
ラ
イ
ト
を
示
す

銅
を
検
出
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
使
用
を
示
唆
す

る
。

　

台
座
は
全
体
に
く
す
ん
だ
茶
色
に
見
え
、
部
分
的
に
青
や
緑
、
白
の
彩
色
が
確
認

で
き
る
（
写
真
11
）。
緑
を
含
む
部
分
か
ら
銅
と
ヒ
素
を
検
出
し
た
た
め
、
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析
箇
所
に
岩
緑
青
と
石

黄
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
同
じ
よ
う
に
銅
と
ヒ
素
を
検
出
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
事
例
は
確
認
し
て
い
な
い
。
仮
に
エ
メ
ラ

表８	 旧玄海参篭所　不動明王三尊像　可搬ＸＲＦ・試料片分析結果一覧

分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

緑 肌 Fe, As
石黄と藍，プルシアンブルーの
混合

µ-FTIR にてインディゴと
シアノ基に由来する吸収帯
を確認。

SZ13, 
SZ01+

不動明王 
（写真 30）

墨＋茶 肉身部 As, S, Si SZ05+

金色と青 衣文様 Fe, Au 金箔 SZ14

黒 袈裟 Fe 付着した煤か。 SZ15

黒 左脇下 Hg, Pb 胡粉下地に，鉛丹，水銀朱を重
ねる。

表面が黒いのは付着した煤
のため。 SZ04+

制吒迦
（写真 30）

青 衣，右前 Si, Al, K, Na, 
S 合成ウルトラマリンブルー SZ10+

＊1　Si：ケイ素，Al：アルミニウム， Na：ナトリウム， K：カリウム，S：硫黄，Fe：鉄，As：ヒ素，Au：金，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　  「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。
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藍色粒子1
藍色粒子2
インディゴ
参照スペクトル

図5　こい緑層内の藍色粒子の赤外分光スペクトル　
（旧玄海参篭所　不動明王像，試料番号 SZ01，SZ05）

4000　　　　　　　　　　3000　　　　　　　　　　 2000　　　　　　 　　　 　1000

波数 /cm-1

0.6

0.4

0.2

0.0

分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1

推定される
材料と

使用方法
備考 調査番号 調査対象＊（

青含む 岩座 (Ca, Cu, Zn, 
Fe, As) いずれも検出強度は低い KF01

台座 
（写真 3（）

青ナシ 岩座 Fe, Cu, As エメラルド
グリーン 表面の凹凸が多く，分析対

象の色部分の面積が小さい
ため，周辺の元素も同時に
検出しており，解釈が困難。

KF0（

青含む 岩座 Ca, Fe, Cu, 
As, (Zn) KF03

緑含む 岩座 As, Cu, (Ca, 
Fe)

エメラルド
グリーン KF04

緑 腕 Fe, As 石黄と藍色
色材の混合 KF05

不動明王像 
（写真 3（）

茶 衣 Fe ベンガラ KF06

＊1　Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，Zn：亜鉛，As：ヒ素
＊（　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

表９	 個人蔵　不動明王立像　可搬ＸＲＦ分析結果一覧

ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
今
回
調
査
し
た
資
料
の
中
で
も
っ
と

も
早
い
時
期
に
使
用
が
確
認
で
き
る
事
例
で
あ
る
。

吸
光
度
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分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

赤 右袖裾 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重ねる。 JG09 右７ 
（写真 34- ⑨ -（）

赤 衣，右足 Hg 水銀朱 JG05, JG4（+ 右６ 
（写真 34- ⑨ -15）

赤 衣 Hg, Ca 水銀朱 JG1（ 右８ 
（写真 34- ⑨ -14）

赤茶 袈裟，右足 Fe, As 石黄とベンガラの混合 JG（7 左５ 
（写真 34- ⑨ -5）

黄色 トラの像 As 石黄 JG01 右１ 
（写真 34- ⑨ -6）

橙 衣，背面 Pb 鉛丹 JG（3 左３ 
（写真 34- ⑨ -8）

緑地に橙色文様 衣 As, Pb, Cu, 
(Fe)

エメラルドグリーンの緑地に，鉛丹で文
様を描く。 JG34 左８ 

（写真 34- ⑨ -11）

薄橙色 衣 As, Pb, Fe, Ca 石黄と鉛丹の混合 JG13
右８

薄橙色 胸部，肌 As, Ca, Fe, 
(Pb) 胡粉に石黄とベンガラを混合 JG（0

橙色 衣，左肩 Pb, As, Fe 石黄，鉛丹，ベンガラの混合か。 JG30 左６ 
（写真 34- ⑨ -4）

青 衣 Fe, S, Ca, (As, 
Cu) 合成ウルトラマリンブルー JG39+ 右４ 

（写真 34- ⑨ -3）

青，緑 台座 Fe, Cu, As 緑はエメラルドグリーン JG04 右５ 
（写真 34- ⑨ -16）

青地にくすんだ
黄緑の文様 左袖裾 As, Cu, Fe 合成ウルトラマリンブルーの青地に，エ

メラルドグリーンで文様を描いたものか。 JG08, JG10
右７

やや白みの青 背，条帛 Ca, Fe, S 胡粉と合成ウルトラマリンブルーの混合 JG43+

うすい橙色地に
青色の葉模様 文様 Ca, Fe,  As, 

Cu
胡粉に石黄とベンガラで黄赤みを着け，
合成ウルトラマリンブルーで葉模様を彩
色。

Cu は近くの緑部分（エ
メラルドグリーン）から

JG15, JG16, 
JG18 右８

青と赤 左袂の端 合成ウルトラマリンブルーと水銀朱 JG48+ 左 4 
（写真 34- ⑨ -9）

こい青 Ca, Fe, Si プルシアンブルーか。 JG44+ 右 7

紺色 Fe, Si, Ca プルシアンブルー µ-FTIR によるシアノ基
由来の吸収帯を確認 JG47+ 左 3

薄青緑 右裾 As, Cu, Ca, Fe 胡粉とエメラルドグリーンの混合 JG14 右８

緑 袈裟，背面 As, Cu

エメラルドグリーン

JG0（ 右５

緑 左裾 As, Cu JG06 右６

緑 衣，文様 As, Cu, Ca, Fe JG11, JG17, 
JG19 右８

緑 台座 As, Cu, Fe JG（6 左４

緑 右裾 As, Cu, Fe JG（9 左５

緑 袈裟，背面 As, Cu, Fe, Ca JG31 左６

緑 左袖裾 As, Cu JG33 左７ 
（写真 34- ⑨ -10）

緑 衣
エメラルドグリーンと少量の合成ウルト
ラマリンブルーの混合

µ-FTIR によるエメラル
ドグリーン由来の吸収帯
を確認

JG36+ 右２ 
（写真 34- ⑨ -1（）

緑 袈裟 砥粉下地 JG38+ 右３ 
（写真 34- ⑨ -13）

こい緑 衣，背面 As, Cu, Fe 藍色色材と石黄の混合 JG03 右５

こい緑 左袖裾 As, Cu, Fe 藍色色材と石黄の混合 JG07
右７

こい緑 衣，正面 Fe, As, Cu, Si, 
S

石黄と藍による緑地にエメラルドグリー
ンで文様を描く。

µ-FTIR によるインディ
ゴ由来の吸収帯を確認 JG45+

表10	 慈眼寺　十六羅漢像　可搬ＸＲＦ・試料片分析結果一覧（1）
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表10	 慈眼寺　十六羅漢像　可搬ＸＲＦ・試料片分析結果一覧（2）

分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

黄緑，青，（茶色）文様（獅子） Fe, As, (Cu) 青は合成ウルトラマリンブルー，黄緑に
石黄 茶色はベンガラか JG（4, JG（5 左４

茶色地に銀色文
様 左側，衣文様 Sn, Fe, Cu, Pb

スズ粉による銀色

JG（1 左１ 
（写真 34- ⑨ -7）

緑地に銀色文様 衣裾，正面 As, Cu, Sn JG（（

青地に銀色文様 衣，文様 Sn,  Fe ,  (Cu , 
As) JG（8 左５

青地に銀色文様 衣，左腕 Fe, Sn JG3（ 左６

暗い茶色 衣，正面 墨とベンガラの混合 JG37+ 右２

赤みのある黒 衣の縁取り
藍色色材と石黄を混合した緑に，墨にベ
ンガラを混合したやや茶色みの黒が確認
できる。

JG41+ 右４

赤みのある暗い
紫 裾 墨にベンガラを混合 JG46+ 右 7

黒 裾 墨と紫色材の混合 紫の粒子が確認できる
が，材質は不明 JG40+ 右４

紫 台座裏 Ca 有機質か。
µ-FTIR によりカルサイ
ト（炭酸カルシウム）の
吸収帯を確認，体質顔料
か。

JG49+ 左 8

＊1　Si：ケイ素，S：硫黄，Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，As：ヒ素，Sn：スズ，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（　　「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

結
果
八
　
⑨
慈じ

げ
ん
じ

眼
寺
　
十
六
羅
漢
像

　

現
地
で
は
、
可
搬
X

 

R

 

F
に
よ
り
三
四
点
の
測
定
を
行
い
、
試
料
片
一
四
点
は

持
ち
帰
っ
て
分
析
を
行
っ
た
（
表
10
）。

　

彩
色
は
、
や
や
赤
み
の
あ
る
砥
粉
下
地
に
施
さ
れ
て
い
る
。
文
様
を
描
く
際
に
、

衣
地
彩
色
の
上
に
白
を
塗
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
色
を
塗
り
重
ね
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
描
か
れ
た
文
様
は
発
色
が
よ
い
傾
向
に
あ
る
。

　

赤
に
は
、
水
銀
朱
、
鉛
丹
が
使
わ
れ
、
橙
色
に
は
、
鉛
丹
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
石

黄
を
混
合
し
て
調
色
さ
れ
た
絵
具
が
用
い
ら
れ
た
。
茶
色
み
を
帯
び
た
箇
所
で
は
鉄

を
検
出
し
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
ガ
ラ
が
混
合
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
色
は

石
黄
、
銀
色
に
は
ス
ズ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
銀
色
の
表
現
に
ス
ズ
を
用
い
る
手
法

は
、
塩
田
行
屋
御
沢
仏
像
、
法
来
寺
十
大
弟
子
像
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
島
津
・

岡
田
二
〇
一
七
〕。

　

緑
に
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
少
量
の
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ

リ
ン
ブ
ル
ー
が
混
合
さ
れ
て
い
た
（
写
真
1（
）。
こ
れ
は
、
青
み
を
増
す
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
い
緑
に
は
、
藍
と
石
黄
の
混
合
物
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

紺
色
部
分
か
ら
は
、
鉄
、
ケ
イ
素
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
検
出
し
た
。
加
え
て
、
赤
外

分
光
分
析
に
よ
る
分
析
か
ら
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
の
紺
色
部
分
の
よ
う
に
一
部
で
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
青
の
彩
色
に
は
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
単

独
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

数
か
所
か
ら
、
紫
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
紫
は
、
従
来
の
赤
み
の
強
い

落
ち
着
い
た
紫
の
ほ
か
に
、
青
み
の
増
し
た
鮮
や
か
な
色
調
を
呈
す
る
色
材
も
認
め

ら
れ
る
。
台
座
裏
に
試
し
塗
り
さ
れ
た
よ
う
な
紫
か
ら
は
、
体
質
顔
料
と
考
え
ら
れ

る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
み
が
示
さ
れ
た
。
紫
の
色
材
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ

る
が
、
粒
子
の
観
察
な
ど
か
ら
合
成
の
有
機
質
色
材
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
果
九
　
⑫
玉
林
寺
　
天
室
正
運
像

　

天
室
像
は
、
明
治
中
頃
に
作
ら
れ
た
像
で
あ
り
、
可
搬
X

 

R

 

F
分
析
を
六
点
、
試

料
片
二
点
を
分
析
し
た
。
緑
に
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
て
お
り
（
表
11
）、

慈
眼
寺
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
緑
層
と
同
様
に
少
量
の
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ

リ
ン
ブ
ル
ー
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
た
（
写
真
13
）。

　

金
色
地
の
上
に
描
か
れ
る
文
様
の
う
ち
、
花
文
様
の
鮮
や
か
な
青
は
、
そ
の
色
の

鮮
や
か
さ
と
可
搬
X

 

R

 

F
分
析
の
結
果
か
ら
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が

使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
し
た
。

　

椅
子
の
黄
色
部
分
で
は
ヒ
素
を
検
出
し
て
お
り
、
明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
も
石
黄

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
袈
裟
に
描
か
れ
た
花
弁
の
赤
は
水

銀
朱
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
一
方
、
緑
地
に
描
か
れ
た
文
様
の
赤
に
は
、
有
機
質
の
色

材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
一
〇
　
⑬
瑞
龍
院
　
十
六
善
神
像
お
よ
び
諸
尊
者
像

　

調
査
時
に
所
有
者
の
許
可
を
得
て
採
取
し
た
試
料
片
一
四
片
を
分
析
し
た
（
表

1（
）。

　

赤
は
、
水
銀
朱
と
鉛
丹
の
両
方
が
確
認
で
き
た
試
料
片
と
、
水
銀
朱
の
み
が
使
わ

れ
て
い
る
試
料
片
が
あ
り
、
必
ず
し
も
二
層
構
造
が
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
黄
色
に
は
、
石
黄
が
使
わ
れ
、
こ
い
緑
に
も
石
黄
が
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
い
緑
の
試
料
片
か
ら
は
、
青
色
色
材
と
し
て
藍
と
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
二
種
類

が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
赤
外
分
光
分
析
に
よ
り
示
さ
れ
た
。
他
方
で
、
鮮
や
か

な
緑
の
文
様
か
ら
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
い
緑
に
は
藍

色
色
材
と
石
黄
を
混
ぜ
た
絵
具
を
、
鮮
や
か
な
緑
に
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
を
単

独
で
使
う
二
つ
の
用
法
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

青
は
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
を
単
独
で
用
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
青
か
ら
緑
の
中
間
の
色
調
を
示
す
箇
所
が
数
か
所
で
観
察
さ

れ
た
。
玄
奘
三
蔵
像
に
見
ら
れ
る
緑
み
を
帯
び
た
鮮
や
か
な
青
は
、
そ
の
一
例
で
あ

る
（
写
真
14
）。
顕
微
鏡
観
察
と
元
素
分
析
か
ら
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
、

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
、
藍
、
石
黄
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
合
成
ウ
ル

ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
鮮
や
か
な
青
を
基
調
と
し
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
、
藍
、
石

黄
に
よ
っ
て
緑
み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

❸
考
察

下
地

　

彩
色
を
施
す
に
あ
た
り
、
木
彫
表
面
は
下
地
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
る
。
調
査
対
象

の
像
で
は
、
基
本
的
に
胡
粉
に
よ
る
白
色
下
地
が
用
い
ら
れ
た
（
表
13
）。
た
だ
し
、

金
箔
貼
り
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
砥
粉
下
地
に
直
接
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

　

例
外
と
し
て
、
①
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
第
三
尊
者
で
は
灰
色
下
地
が
、
⑨
慈
眼
寺

十
六
羅
漢
像
で
は
砥
粉
下
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
前
回
調
査
の
②
龍
泉
寺
十
六
羅

漢
像
で
は
、
①
永
昌
寺
の
像
で
見
ら
れ
た
灰
色
下
地
が
、
白
色
下
地
の
さ
ら
に
下
層

に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑩
塩
田
行
屋
の
御
沢
仏
像
に
お
い
て
は
、
砥
粉
下
地
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
⑨
慈
眼
寺
十
六
羅
漢
像
の
造
像
を
手
掛
け
た
の
は
、
⑩
御
沢
仏
像

を
製
作
し
た
新
海
宗
慶
で
あ
り
、
同
じ
技
法
に
よ
っ
て
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
御
沢
仏
像
の
調
査
時
に
は
、
青
彩
色
の
下
層
に
白
色
層
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
下
地
の
色
の
影
響
を
受
け
や
す
い
青
彩
色
部
分
に
は
白
色
下
地
が
使
わ

れ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
な
青
彩
色
部
分
に
の
み
白
色
下

地
を
施
す
の
は
、
作
業
効
率
が
悪
く
、
現
実
性
に
乏
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
⑨
慈
眼
寺
の
事
例
も
含
め
て
再
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
⑩
塩
田
行
屋
で
は
、
白
色
下
地
と
み
な
し
た
白
色
層
の
下
に
も
砥
粉
下
地

が
あ
り
、
像
全
体
に
砥
粉
下
地
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
試
料
片
が
得
ら
れ
た

部
分
は
、
近
く
に
白
色
表
面
が
あ
る
箇
所
や
、
衣
の
裾
な
ど
の
端
部
で
あ
る
。
⑨
慈
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分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1
推定される材料と

使用方法 備考 調査・ 
試料番号＊（ 調査対象＊3

緑地に赤文様 袈裟 Cu, As エメラルドグリーンの緑地に
有機質の赤で文様を描く。 GY-L305

天室像 
（写真 44）

金色と赤の花文様 袈裟 Hg, Fe, Ca, 
As, (Cu, Zn) 金箔に水銀朱で花弁を描く。 GY-L306

黄色 椅子 As 石黄 GY-L307

金地に青文様 袈裟 Fe, Cu, Au, 
As

金箔に合成ウルトラマリン
ブルーで文様を描く。

Cu, As は近くの緑（エ
メラルドグリーン）に
よる。

GY-L304

緑 衣，袈裟，
左足沓 Cu, As, (Fe)

エメラルドグリーンと少量
の合成ウルトラマリンブ
ルーの混合

µ-FTIR にて，エメラ
ルドグリーン由来の吸
収帯を確認

GY-L30（+, 
GY-L303, 
GY-L308

赤紫 袈裟 有機質か GY-L301+

表11　玉林寺　天室像　可搬XRF・試料片分析結果一覧

＊1 　Ca：カルシウム，Fe：鉄，Cu：銅，As：ヒ素，Au：金，Hg：水銀，Pb：鉛
＊（ 　「＋」のあるものは微小試料片を示す。
＊3 　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。

分析部分の
表面色 分析部位 主要 

検出元素＊1 推定される材料と使用方法 備考 試料番号 調査対象＊（

表面につやの
ある赤

衣，左足
脛 Hg, (Pb) 水銀朱，（鉛丹）

明らかな表面コートは確認できな
かった。

ZR03 十六善神 
（写真 47- ⑬ -14）

表面につやの
ある赤 肌 水銀朱 ZR09 十六善神 

（写真 47- ⑬ -9）

橙色 重緋 As, Pb, Ca, Fe 石黄と鉛丹 ZR13 十六善神 
（写真 47- ⑬ -（）

黄色 袖 As, Ca, S 石黄 ZR07 十六善神 
（写真 47- ⑬ -15）

黄色 兜ウラ As, S, Ca, Fe 石黄 ZR1（ 十六善神 
（写真 47- ⑬ -（）

金色，青，赤 衣 Au, K, Ca, Ba, 
Fe, Zn, Pb

合成ウルトラマリンブルー，金，水
銀朱

複数種の色材が混合されているため，
すべての特定には至らなかった。 
白色顔料リトポン（硫酸バリウムと
硫化亜鉛の混合物）を使用か。

ZR0（ 阿難尊者 
（写真 47- ⑬ -19）

青 右袖 合成ウルトラマリンブルー ZR08 十六善神 
（写真 47- ⑬ -13）

青，白青 肩布 合成ウルトラマリンブルーと胡粉の
混合 ZR05 十六善神 

（写真 47- ⑬ -1）

青と黄 裾 S, Ca, Fe, Au 合成ウルトラマリンブルー，金 ZR11 十六善神 
（写真 47- ⑬ -（）

緑みのある青 衣 Ca, As, S, Fe 合成ウルトラマリンブルー，プルシ
アンブルー，藍，石黄が混在

µ-FTIR にて，インディゴとシアノ基
由来の吸収帯を確認 ZR10 玄奘三蔵 

（写真 47- ⑬ -16）

緑地に金色線 左側裾 Ca, Zn, As, Ba, 
Cr, S, Au 白色顔料，石黄，金など 複数種の色材が混合されているため，

すべての特定には至らなかった。 ZR01 阿難尊者

ややくすんだ
緑 裾 Ca, As

石黄と藍色色材の混合
ZR04 十六善神 

（写真 47- ⑬ -3）

ややくすんだ
緑 右袖 As, Ca, S ZR06 十六善神 

（写真 47- ⑬ -1）

赤地に緑文様 左腕 Hg, Pb 鉛丹層に水銀朱を重ねた赤地に，
エメラルドグリーンで文様を描く。 ZR14 十六善神 

（写真 47- ⑬ -7）

表12　瑞龍院　十六善神および諸尊者像　試料片分析結果一覧

＊1　Si：ケイ素，S：硫黄，Ca：カルシウム，K：カリウム，Fe：鉄，Cu：銅，Cr：クロム，Zn：亜鉛，As：ヒ素，Sn：スズ，Au：金，   
      Hg：水銀，Pb：鉛，Ba：バリウム
＊（　調査対象の写真は，本誌論考岡田・長谷掲載の写真番号を括弧内に示した。
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眼
寺
の
試
料
に
お
い
て
も
、
有
色
層
の
下
に
白
色
層
が
確
認
で
き
た
試
料
は
、
付
近

に
白
色
の
彩
色
面
が
あ
る
部
分
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
試
料
片
で
の
分
析
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
衣
の
端
部
は
、
帯
状
に
青
、
白
青
、
白
あ
る
い
は
金
箔
で
彩
色

さ
れ
て
い
る
像
が
多
く
、
青
彩
色
の
下
に
は
白
色
層
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
⑩
塩
田
行
屋
や
⑨
慈
眼
寺
で
見
ら
れ
る
有
色
層
の
下
の
白
色
層

は
、
上
層
の
色
に
合
わ
せ
て
白
色
下
地
を
施
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
白
色
の
彩
色
の

上
に
有
色
の
絵
具
に
よ
る
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
写

真
15
）。

　

以
上
か
ら
、
①
永
昌
寺
、
⑨
慈
眼
寺
、
⑩
塩
田
行
屋
の
像
は
、
有
色
下
地
に
彩
色

が
な
さ
れ
て
い
る
一
方
、
②
龍
泉
寺
の
像
で
は
、
有
色
地
の
上
に
白
色
地
が
あ
り
、

彩
色
は
白
色
地
の
上
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、③
玉
龍
院
、

④
⑫
玉
林
寺
、
⑤
金
勝
寺
、
⑥
常
林
寺
、
⑪
法
来
寺
、
⑬
瑞
龍
院
の
各
像
で
は
、
一

層
目
の
有
色
地
の
存
否
は
確
認
し
て
い
な
い
も
の
の
、
白
色
下
地
に
彩
色
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
試
料
観
察
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

暖
色
と
紫
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
色
材

　

赤
の
色
材
と
し
て
は
、
水
銀
朱
、
鉛
丹
、
や
や
紫
み
の
あ
る
有
機
質
の
赤
、
ベ
ン

ガ
ラ
と
い
っ
た
複
数
種
の
色
材
が
色
調
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
種

類
と
使
用
方
法
は
、
①
永
昌
寺
か
ら
、
⑬
瑞
龍
院
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い

（
表
13
）。
試
料
片
分
析
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
製
作
年
代
が
下
る
と
、
鉛
丹
層
の
上
に

水
銀
朱
を
重
ね
る
赤
色
表
現
が
、
水
銀
朱
の
み
に
よ
る
彩
色
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
し
か
し
、
一
体
の
対
象
像
で
あ
っ
て
も
、
塗
り
の
面
積
が
小
さ
い
箇
所

で
は
、
水
銀
朱
の
み
を
用
い
る
例
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
赤
の
彩
色
箇
所
は
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
数
の
少
な
い
試
料
片
の
分
析
か
ら
結
論
付
け
る
の
は
早
計
で

あ
り
、
時
代
と
と
も
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
慮
し
つ
つ
今
後
の
検
討
が

望
ま
れ
る
。

　

黄
色
色
材
と
し
て
は
、
単
色
で
あ
っ
て
も
、
混
色
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
貫
し

分析対象
安置場所 下地 赤 黄 橙 紫，茶色 黒 白 金色 銀色

① 永昌寺 胡粉＋墨
（灰色） － － － － 墨，ベンガラ 

（＋胡粉） － 金箔 －

② 龍泉寺 胡粉 鉛丹，水銀朱 石黄 ベンガラ ベンガラと
墨 － 胡粉 金箔 －

③ 玉龍院 胡粉 鉛丹，水銀朱 石黄 － － － 胡粉 金箔 －

④ 玉林寺 胡粉 鉛丹，水銀朱，
（有機質） 石黄 ベンガラと

石黄 （有機質） － 胡粉 金箔， 
（真鍮泥？） －

⑤ 金勝寺 胡粉 鉛丹，水銀朱，
（有機質） 石黄 ベンガラ ベンガラ，

（有機質） － 胡粉 金箔，
真鍮泥 －

⑥ 常林寺 胡粉 鉛丹，水銀朱 石黄 石黄，鉛丹，
ベンガラ － － 胡粉 金箔 －

⑦ 旧玄海参篭所 胡粉 鉛丹，水銀朱 － － － － － 金箔 －

⑧ 個人蔵不動明王
立像 （砥粉） － － － ベンガラ － － 金箔 －

⑨ 慈眼寺 砥粉 鉛丹，水銀朱 石黄 石黄，鉛丹，
ベンガラ

（有機質），
ベンガラ 墨と紫色材 胡粉 （金箔） 錫粉

⑩ 塩田行屋 砥粉 水銀朱 石黄 石黄，鉛丹 － 胡粉 金箔，
真鍮泥 錫粉

⑪ 法来寺 胡粉 水銀朱 石黄 ベンガラと
石黄

（有機質），
ベンガラ （墨） 胡粉 金箔 錫粉

⑫ 玉林寺（天室像） 砥粉 水銀朱 石黄 － （有機質） － （胡粉） 金箔 －

⑬ 瑞龍院 （胡粉） 鉛丹，水銀朱 石黄 石黄と鉛丹 － － 胡粉，
（リトポン？）

金箔，
（金泥） －

表13　下地，暖色系，黒，白，金色，銀色の色材一覧

「－」分析なし，カッコ内は調査結果からの推定
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て
石
黄
が
使
わ
れ
て
い
る
（
表
13
）。
橙
色
（
赤
黄
）
の
表
現
で
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
と

混
ぜ
て
橙
色
と
す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
胡
粉
を
加
え
て
や
や
白
み
の
あ
る
橙
色
と
し
て

い
る
例
、
鉛
丹
と
石
黄
を
混
ぜ
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
色
材
は
、
混

合
比
を
変
え
る
こ
と
で
、
う
す
い
橙
色
の
肌
色
か
ら
茶
色
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
暖

色
系
の
中
間
色
を
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　

赤
み
の
あ
る
紫
で
は
、
有
機
質
の
赤
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
、

墨
と
ベ
ン
ガ
ラ
の
混
合
に
よ
る
場
合
が
認
め
ら
れ
た
（
写
真
16
）。
墨
と
ベ
ン
ガ
ラ

は
、
ほ
と
ん
ど
黒
に
見
え
る
部
分
や
、
こ
げ
茶
色
の
表
現
に
も
使
わ
れ
お
り
、
両
者

を
混
合
す
る
割
合
に
よ
っ
て
、
複
数
の
色
調
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

紫
の
色
材
を
単
独
で
使
っ
た
例
は
、
⑨
慈
眼
寺
の
像
以
降
で
認
め
ら
れ
る
。
鮮
や

か
な
色
調
は
、
そ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
る
紫
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
明
治
期

に
入
っ
て
か
ら
導
入
さ
れ
た
新
し
い
色
材
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
同
定
は

で
き
て
い
な
い
。

青
色
色
材
の
変
遷

（
1
）
青
色
ガ
ラ
ス
（
花
紺
青
）

　

調
査
対
象
①
永
昌
寺
か
ら
⑤
金
勝
寺
ま
で
の
五
か
寺
で
は
、
類
似
し
た
色
材
が
使

わ
れ
て
い
る
（
表
14
）。
特
徴
的
な
の
は
、
青
色
ガ
ラ
ス
の
使
用
で
あ
り
、
そ
の
使

用
箇
所
も
類
似
し
て
い
る
。
衣
に
描
か
れ
る
文
様
の
ほ
か
、
裾
な
ど
の
衣
の
端
に
認

め
ら
れ
る
金
色
の
縁
取
り
部
分
に
、
青
色
ガ
ラ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
⑤
金
勝
寺

の
諸
像
で
は
、
青
の
色
材
と
し
て
、
藍
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
、
青
色
ガ
ラ
ス
の
三
種
類
が

使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
使
用
箇
所
を
比
較
し
て
み
る
と
、
藍
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場

合
の
ほ
と
ん
ど
が
衣
地
の
彩
色
で
あ
り
、
青
色
ガ
ラ
ス
と
ア
ズ
ラ
イ
ト
は
文
様
部
分

に
の
み
使
わ
れ
て
い
る
。
色
の
こ
い
赤
や
青
の
地
の
上
に
描
く
文
様
に
は
、
ア
ズ
ラ

イ
ト
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
金
箔
の
上
や
、
白
色
地
に
直
接
彩
色
す
る
場
合
に
青

色
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
他
の
寺
院
の
諸
像
で
も
、
青
色
ガ
ラ
ス

は
、
金
箔
地
や
白
青
地
に
文
様
を
描
く
際
に
使
わ
れ
て
い
た
。
青
色
ガ
ラ
ス
は
、
ア

表14　青と緑の彩色箇所と色材一覧

調査対象
番号 安置場所 衣地などの青 文様などの青 明るい緑 こい緑

① 永昌寺 藍 － 岩緑青 藍と石黄

② 龍泉寺 藍 青色ガラス 岩緑青 藍と石黄

③ 玉龍院 藍，藍と石黄 青色ガラス 岩緑青 藍と石黄

④ 玉龍院 藍，藍と石黄 青色ガラス 岩緑青 藍と石黄

⑤ 金勝寺 藍，藍と石黄 青色ガラス，アズライト 岩緑青 藍と石黄

⑥ 常林寺 藍，藍と石黄 藍 岩緑青 藍と石黄

⑦ 旧玄海参篭所 合成ウルトラマリンブルー － － 藍，プルシアンブルーと石黄

⑧ 個人宅 合成ウルトラマリンブルー
（推定） － － －

⑨ 慈眼寺 合成ウルトラマリンブルー， 
プルシアンブルー 合成ウルトラマリンブルー エメラルドグリーン －

⑩ 塩田行屋 合成ウルトラマリンブルー － エメラルドグリーン プルシアンブルーと石黄

⑪ 法来寺 合成ウルトラマリンブルー － エメラルドグリーン －

⑫ 玉林寺（天室像） － － エメラルドグリーン －

⑬ 瑞龍院 合成ウルトラマリンブルー － エメラルドグリーン 藍，プルシアンブルーと石黄

－：該当する色がない，あるいは分析していない。



154

国立歴史民俗博物館研究報告
第 230集　2021年 12月

ズ
ラ
イ
ト
に
比
べ
る
と
透
明
度
が
高
い
た
め
、
下
に
塗
ら
れ
る
地
の
色
の
影
響
を
受

け
や
す
い
（
写
真
4
）。
こ
の
よ
う
な
青
色
ガ
ラ
ス
が
発
色
す
る
条
件
を
経
験
的
に

理
解
し
た
う
え
で
、
使
い
ど
こ
ろ
を
決
め
た
り
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
と
使
い
分
け
た
り
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
　

　

ガ
ラ
ス
質
の
青
色
顔
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ス
マ
ル
ト
を
同
定
し
て
い
る
先
行
研
究

に
よ
る
と
、
同
定
の
基
準
と
し
て
、
青
の
発
色
元
素
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
を
検
出
す
る

こ
と
、
光
学
顕
微
鏡
や
S

 

E

 

M
に
よ
る
粒
子
の
形
状
を
観
察
し
た
際
に
、
ガ
ラ
ス
の

破
砕
面
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
プ
な
エ
ッ
ジ
を
示
す
こ
と
の
二
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

［M
ühlethaler 

・T
hissen 1993

］。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ル
ト
を
蛍
光
X
線

装
置
で
分
析
す
る
と
、
コ
バ
ル
ト
の
み
が
検
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
調
査
し
た
青
色

ガ
ラ
ス
で
は
、
コ
バ
ル
ト
よ
り
も
ヒ
素
や
ニ
ッ
ケ
ル
、
鉄
の
検
出
強
度
が
高
く
、
コ

バ
ル
ト
の
ピ
ー
ク
が
見
え
に
く
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
元
素
は
、
ス
マ
ル

ト
の
原
材
料
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
検
出
し
た
青
色
ガ
ラ
ス
も

ス
マ
ル
ト
に
近
い
ガ
ラ
ス
質
顔
料
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
製
造
法
や
原
材
料

の
違
い
に
よ
り
生
成
物
の
成
分
に
も
違
い
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
粒
子
の
形
状
や
粒
径
が
粒
子
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
事
例
を

も
と
に
し
た
観
察
が
望
ま
し
い
。
複
数
の
事
例
に
お
い
て
、
同
様
の
元
素
を
検
出
し

た
こ
と
と
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
と
青
色
ガ
ラ
ス
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、
粒

子
の
形
状
や
顕
微
鏡
下
に
お
け
る
色
の
見
え
方
の
違
い
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
、
青
色
ガ
ラ
ス
の
同
定
が
可
能
と
な
っ
た
（
図
1
～
4
）。

　

今
回
、
青
色
ガ
ラ
ス
が
複
数
の
対
象
仏
か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
②
龍
泉
寺
の

像
で
見
ら
れ
た
金
箔
上
の
青
の
彩
色
も
、
青
色
ガ
ラ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
6
）。
ま
た
、
本
調
査
の
対
象
仏
で
は
な
い
が
、
⑤
金
勝
寺

本
尊
と
脇
侍
の
螺
髪
の
青
彩
色
に
も
青
色
ガ
ラ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
涅
槃
図
な
ど
の
仏
画
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
螺
髪
を
青
で
彩
色
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
青
色
ガ
ラ
ス
を
用
い
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
平
賀
源
内

が
著
し
た
『
物ぶ

つ
る
い
ひ
ん
し
つ

類
品
隲
』（
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
刊
）
に
お
い
て
、「
仏
頭
青
」

を
「
ハ
ナ
コ
ン
ジ
ョ
ウ
」
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
江
戸
時
代
の

中
頃
に
は
、
こ
の
よ
う
に
青
色
ガ
ラ
ス
が
色
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
一
般
的

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

青
色
ガ
ラ
ス
の
使
用
は
、
⑤
金
勝
寺
以
降
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ち
ょ
う
ど
京

都
仏
師
か
ら
地
方
仏
師
に
よ
る
造
像
へ
の
転
換
期
と
一
致
し
て
お
り
、
青
色
ガ
ラ
ス

が
使
わ
れ
な
く
な
る
の
が
、
製
作
年
代
に
よ
る
も
の
か
、
京
都
仏
師
と
地
方
仏
師
と

い
う
製
作
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
の
判
断
は
現
時
点
で
は
で
き
て
い
な
い
。今
後
、

他
事
例
の
調
査
が
進
む
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
2
）
藍
と
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー

　

藍
は
、
幕
末
期
の
作
例
で
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
主
要
な
青
色
色
材
と
使
わ
れ
て
い
る
（
表
14
）。
藍
が
見
つ
か
っ
た
彩
色

層
に
お
い
て
ケ
イ
素
が
検
出
さ
れ
た
事
例
か
ら
、
比
重
の
軽
い
有
機
質
色
材
な
ど
を

吸
着
さ
せ
て
、
色
材
と
し
て
使
い
や
す
く
す
る
体
質
顔
料
と
し
て
ケ
イ
酸
化
合
物
が

使
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
藍
に
含
ま
れ
る
青
色
色
素
イ
ン
デ
ィ
ゴ
は
、
水

に
溶
け
ず
、
有
機
物
の
た
め
比
重
が
軽
い
。
そ
の
た
め
、
膠
液
に
分
散
さ
せ
る
の
が

難
し
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
体
質
顔
料
を
加
え
る
こ
と
で
、
塗
り

斑
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
、
実
際
に
絵
画
製
作
を
行
っ
て
い
る
荒
井
氏
（
共
同
研
究

者
）
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

体
質
顔
料
と
な
り
う
る
ケ
イ
素
を
含
む
白
色
顔
料
と
し
て
は
、
カ
オ
リ
ン
（
ア
ル

ミ
ナ
ケ
イ
酸
塩
）や
滑
石（
タ
ル
ク
）（M

g
3 Si4 O

10

（O
H

）（

）な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

試
料
片
か
ら
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
同
時
に
検
出
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

胡
粉
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
カ
オ
リ
ン
や
滑
石
を
示
す
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ム
は
一
緒
に
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
石
英
の

粉
末
で
あ
る
珪
砂
が
体
質
顔
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
珪
砂
を
体
質
顔
料
と
し
た
記
録
や
分
析
事
例
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
珪
砂
の
透
明
度
の
高
さ
か
ら
、
色
材
本
来
の
色
に
で
き
る
だ
け
影
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響
を
及
ぼ
さ
な
い
材
料
と
し
て
珪
砂
が
選
ば
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
や
汎
用
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
の
課
題
で

あ
る
。

　

一
方
、
藍
色
の
合
成
色
材
で
あ
る
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
は
、
錦
絵
の
分
野
で
は

一
八
三
〇
年
代
以
降
、
そ
の
使
用
が
急
増
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
期
に

彫
刻
彩
色
へ
の
導
入
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
調
査
で

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
見
つ
か
っ
た
の
は
幕
末
一
八
六
〇
年
代
で
あ
る
。
し
か
も
、

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、石
黄
や
藍
と
一
緒
に
混
合
さ
れ
て
い
る
緑
部
分
で
あ
っ
て
、

藍
色
の
色
材
と
し
て
単
独
で
使
わ
れ
る
の
は
、
明
治
期
の
作
例
で
あ
り
、
使
わ
れ
て

い
る
箇
所
も
限
定
的
で
あ
っ
た
。

　

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
は
、
着
色
力
が
強
く
、
少
量
で
も
青
を
呈
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
あ
る
程
度
の
量
を
使
用
す
る
と
色
調
が
こ
く
な
り
、
視
覚
的
に
は
黒
に
近
く
な

る
。
胡
粉
を
混
ぜ
る
こ
と
で
明
度
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
青
の

鮮
や
か
さ
が
失
わ
れ
、
水
色
（
白
み
の
青
）
に
近
づ
く
。
こ
の
点
、
錦
絵
で
は
、
色

材
を
水
に
分
散
さ
せ
た
懸
濁
液
を
用
い
る
た
め
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
使
用
量
を

減
ら
す
こ
と
で
う
す
い
青
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
少
量
で
藍
よ
り
も
青
み
の
鮮

や
か
な
藍
色
が
得
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
彫
刻
彩
色
に
用
い
ら
れ
る
絵
具
の
作
り
方

で
は
、
藍
と
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
色
調
の
差
異
が
あ
ま
り
な
く
、
新
し
い
材
料
を

使
う
利
点
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　（
3
）
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

　

合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
は
粒
子
そ
の
も
の
が
鮮
や
か
な
青
で
あ
り
、
単
独

で
使
用
し
て
も
暗
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
ア
ズ
ラ
イ
ト
に
似
た
青
さ
の
彩
色
を
可
能

に
し
た
。
そ
し
て
、
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
導
入
は
、
青
か
ら
白
に
い
た

る
中
間
色
と
、
青
か
ら
緑
の
中
間
色
を
多
数
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
単
独

で
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ア
ズ
ラ
イ
ト
と
の
相
違
点
と
い
え
る
。
本
調
査
で

は
、
一
八
六
二
年
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使
わ
れ
て
以
降
、
藍
の
み
で

な
く
、
そ
れ
ま
で
青
色
ガ
ラ
ス
や
ア
ズ
ラ
イ
ト
で
表
現
さ
れ
て
い
た
部
分
も
含
め

て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
青
色
表
現
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
絵
馬
の
分
析
事
例
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
ろ
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

が
使
わ
れ
始
め
て
い
る
〔
朽
津
他
二
〇
〇
三
〕。
こ
う
し
た
急
激
な
色
材
の
変
更
は
、

製
作
者
の
選
択
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
色
材
を
販
売
し
て
い
た
側
の
都
合
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。明
治
中
頃
に
著
さ
れ
た
絵
具
関
係
の
文
献
資
料
に
お
い
て
、

ア
ズ
ラ
イ
ト
や
岩
緑
青
は
価
格
が
高
い
た
め
に
、
画
工
や
仏
師
な
ど
の
限
ら
れ
た
者

が
使
う
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
竹
内
一
八
八
七
〕。
少
な
く
と
も
山
形
の
地
方
仏
師
は

明
治
初
期
か
ら
こ
れ
ら
を
使
っ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
汎
用
の
色
材
と
し
て
は
流
通
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

緑
色
色
材
の
変
遷

　

緑
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
の
色
調
、
明
る
い
緑
と
暗
め
の
こ
い
緑
が
認
め

ら
れ
た
。
明
る
い
緑
は
、
①
永
昌
寺
か
ら
⑥
常
林
寺
に
い
た
る
ま
で
、
岩
緑
青
が
使

わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
⑨
慈
眼
寺
の
像
を
始
め
と
し
、
明
治
期
に
製
作
さ
れ
た
像
に

お
い
て
は
、
合
成
の
緑
色
顔
料
で
あ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
た

（
表
14
）。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
は
、
合
成
の
ア
セ
ト
亜
ヒ
酸
銅
で
あ
り
、
蛍
光
X
線
分
析

で
は
、
銅
と
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
る
。
従
来
緑
色
顔
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
岩
緑

青
は
、
塩
基
性
炭
酸
銅
を
主
成
分
と
し
、
蛍
光
X
線
分
析
で
は
、
銅
が
検
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
黄
色
顔
料
で
あ
る
石
黄
は
ヒ
素
を
主
成
分
と
す
る
た
め
、
仮
に
、
岩
緑
青
と

石
黄
が
混
合
さ
れ
て
い
た
り
、
両
者
が
近
接
し
て
い
た
り
す
る
と
、
蛍
光
X
線
分
析

で
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
同
様
に
銅
と
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
で
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
銅
と
ヒ
素
の
検
出

強
度
比
は
ほ
ぼ
一
対
一
で
、
ヒ
素
が
若
干
高
い
傾
向
に
あ
る
。
岩
緑
青
や
石
黄
は
、

そ
れ
ぞ
れ
銅
、ヒ
素
が
高
い
検
出
強
度
を
示
す
。
岩
緑
青
と
石
黄
を
混
合
し
た
場
合
、

そ
の
混
合
比
に
よ
り
銅
と
ヒ
素
の
検
出
強
度
比
は
変
わ
っ
て
く
る
も
の
の
、
い
ず
れ
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に
し
て
も
色
調
は
岩
緑
青
単
体
よ
り
も
黄
色
み
が
強
く
な
る
。
ま
た
、
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
に
石
黄
を
混
合
し
た
場
合
も
黄
色
み
が
強
く
な
り
、
ヒ
素
の
検
出
強
度
が

相
対
的
に
銅
よ
り
も
か
な
り
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

他
に
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
同
様
に
銅
と
ヒ
素
を
含
む
顔
料
と
し
て
、
シ
ー

レ
グ
リ
ー
ン
が
あ
る
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
粒
子
は
球
形
で
あ
る
が
、
シ
ー

レ
グ
リ
ー
ン
は
そ
の
よ
う
な
球
形
粒
子
を
形
成
し
な
い
。
さ
ら
に
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
は
酢
酸
イ
オ
ン
構
造
を
も
つ
が
、
シ
ー
レ
グ
リ
ー
ン
に
は
酢
酸
イ
オ
ン
は

含
ま
れ
ず
、
こ
の
こ
と
は
赤
外
分
光
分
析
に
よ
り
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ー

レ
グ
リ
ー
ン
は
化
学
的
な
安
定
性
が
低
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
発
見
以
後
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
［Fiedler 

・

Bayard 1997

］。

　

以
上
の
よ
う
に
、
銅
と
ヒ
素
を
検
出
し
た
場
合
は
、
色
調
・
粒
子
形
状
の
観
察
と

銅
と
ヒ
素
の
検
出
強
度
比
か
ら
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
単
独
で
使
わ
れ
た
の

か
、
岩
緑
青
と
石
黄
が
混
合
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
か
は
、
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
数
種
の
色
材
が
混
合
さ
れ
て
い
る
か
を
判

別
す
る
た
め
に
は
、
顕
微
鏡
に
よ
る
彩
色
層
の
断
面
観
察
、
赤
外
分
光
分
析
な
ど
、

よ
り
詳
細
な
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
微
小
試
料
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ

ン
を
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
特
徴
で
あ
る
球
形
の
粒
子

形
状
を
確
認
し
た
（
写
真
17
）。
加
え
て
、
微
小
試
料
片
の
赤
外
分
光
分
析
に
よ
り

酢
酸
イ
オ
ン
由
来
の
吸
収
帯
を
確
認
し
て
い
る
（
図
7
）。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

岩
緑
青
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
同
時
に
使
わ
れ
た
例
は
確
認
さ
れ
ず
、
岩
緑
青

が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
導
入
以
前
に
お
い
て
、
黄
緑
部
分
は
、
石
黄
に
少
量
の
藍
が
混
ぜ
ら
れ

て
お
り
、
岩
緑
青
と
石
黄
を
混
合
し
た
事
例
も
確
認
し
て
い
な
い
。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
彩
色
層
に
は
、
少
量
の
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

が
含
ま
れ
て
い
た
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
色
調
は
、
黄
色
み
が
強
い
と
さ
れ
、

合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
を
添
加
す
る
こ
と
で
岩
緑
青
に
近
い
色
合
い
に
調
色

図７　玉林寺天室像　緑の微小試料（試料番号GY-L302）の赤外線吸収スペクトル
　　　155（，1450cm-1 の吸収帯がエメラルドグリーンの吸収帯にほぼ一致
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し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
胡
粉
と
混
ぜ
た
う
す
い
緑
の
層
で
も
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ

リ
ン
ブ
ル
ー
が
含
ま
れ
て
お
り
、
小
売
り
の
段
階
で
調
色
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
導
入
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
⑨
慈
眼
寺
の
十
六
羅
漢
像
に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遅
く

と
も
二
回
目
の
製
作
年
で
あ
る
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
十
分
量
が
市
販
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
、
幕
末
期
一
八
六
六
年
に
造
像
さ
れ
た

不
動
明
王
立
像
に
お
い
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も

の
の
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
岩
緑
青
が
使
わ
れ
た
⑥
常
林
寺
と
、
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
た
⑨
慈
眼
寺
の
十
六
羅
漢
像
の
製
作
年
に
は
約
二
五
年
の
開

き
が
あ
り
、
こ
の
間
に
作
ら
れ
た
彩
色
資
料
の
調
査
が
望
ま
れ
る
。

　

暗
め
の
こ
い
緑
は
、藍
色
色
材
と
石
黄
を
混
合
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
緑
は
、

緑
に
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
、
青
に
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
継
続
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
こ
の
色
材
を
製
作
者
が
混

ぜ
て
作
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
組
成
は
、
単
独
で
使
わ
れ
る
青
と
黄
の
色
材
と

同
じ
方
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑨
慈
眼
寺
の
例
を
み
る
と
、
青
は
合
成
ウ
ル
ト

ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
、
明
る
い
緑
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
、
暗
め
の
こ
い
緑
は
藍
と

石
黄
、
紺
色
に
は
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
色
材
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑦
旧
玄
海
参
篭
所
の
不
動
明
王
や
⑬
瑞
龍
院
の
像
で
は
、

藍
色
色
材
に
、
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
藍
と
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
が
混

合
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
製
作
年
代
や
像
が
違
っ
て
い
て
も
、
均
一
で
類
似
し
た

色
調
を
保
っ
た
ま
ま
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
暗
め
の
こ
い
緑

の
色
材
を
製
作
者
が
彩
色
の
た
び
に
調
合
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、

こ
の
緑
は
、
ひ
と
つ
の
色
材
と
し
て
混
合
さ
れ
た
状
態
で
流
通
し
て
い
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

結
論

　

山
形
県
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
の
彩
色
を
調
べ
る
こ
と
で
、
一
八
〇
〇
年
代
に

仏
像
彩
色
に
用
い
ら
れ
た
色
材
と
彩
色
技
法
を
概
観
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
赤
、
黄

な
ど
の
暖
色
系
の
色
材
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
転
換
期
を
経
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
八
〇
〇
年
代
を
通
し
て
ほ
ぼ
同
じ
色
材
と
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
赤
の

水
銀
朱
、
鉛
丹
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
黄
色
の
石
黄
は
、
各
色
材
を
単
独
で
使
う
以
外
に
も
、

二
種
類
の
色
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
赤
か
ら
黄
の
中
間
色
を
数
多
く
作
り
出

し
て
い
る
。

　

青
や
明
る
め
の
緑
の
彩
色
に
は
、
幕
末
明
治
期
頃
を
境
に
、
輸
入
の
合
成
材
料
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
青
で
は
、
従
来
の
藍
に
代
わ
り
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ

ル
ー
が
、
緑
で
は
、
岩
緑
青
の
代
わ
り
に
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
使
わ
れ
た
。
今

回
調
査
を
行
っ
た
明
治
前
期
の
作
例
の
ほ
と
ん
ど
は
新
海
宗
慶
に
よ
る
も
の
だ
が
、

多
数
の
仏
像
彩
色
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
個
人
に
限
っ
て
入

手
で
き
た
特
別
な
色
材
で
は
な
く
、
当
時
市
販
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性

は
高
い
。
現
在
の
山
形
県
下
で
は
、
明
治
直
前
に
輸
入
材
料
が
市
販
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
明
治
期
に
は
十
分
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
で
、
寒
色
系
の
緑
で
あ
っ
て
も
、
石
黄
と
藍
色
色
材
を
混
ぜ
た
こ
い
緑
は
、

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
導
入
後
、
明
治
期
に
な
っ
て
も
継
続
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
色
材
全
体
を
み
て
み
る
と
、
新
し
い
色
材
は
、
わ
ず
か
に
合

成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
、
紫
色
材
の
三
種
類
ほ
ど
で

あ
る
。
適
度
な
着
色
力
を
も
ち
、
他
の
色
材
と
混
合
し
て
も
色
調
の
濁
り
に
く
い
合

成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
は
、
寒
色
系
の
中
間
色
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
に
よ
り
表
現
で
き
る
色
数
が
大
幅
に
増
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鮮
や

か
な
青
は
、
白
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
広
が
り
、
彩
色
全

体
が
大
き
く
変
化
し
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
従
来
の
赤
と
黄
に
よ
り
作
り
出
さ
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れ
る
色
に
、
青
と
白
、
あ
る
い
は
青
と
紫
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
色
が
加
わ
っ
た
こ
と

が
、
江
戸
期
と
明
治
期
の
彫
刻
彩
色
の
大
き
な
違
い
と
い
え
よ
う
。

　

本
研
究
で
は
、
調
査
対
象
を
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
ま
で
と
い
う
時
代
の
区

切
り
と
、
山
形
に
調
査
地
域
を
限
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
像
の
彩
色
に
用
い
ら
れ

た
色
材
の
時
代
的
変
遷
と
い
う
縦
軸
と
、
歴
史
的
文
化
背
景
に
よ
る
京
都
と
山
形
と

の
交
流
と
い
う
横
軸
の
広
が
り
の
有
り
様
を
紐
解
く
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
研
究
に

よ
り
、
開
国
や
近
代
化
に
よ
っ
て
西
洋
の
新
材
料
が
流
入
し
た
こ
の
時
期
に
仏
像
彩

色
の
色
材
利
用
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
京

都
を
含
む
他
地
域
で
の
広
域
的
な
色
材
利
用
の
実
態
解
明
や
、
江
戸
時
代
全
般
で
の

変
遷
や
前
時
代
で
あ
る
中
世
、
古
代
の
色
材
利
用
の
解
明
が
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
輸
入
さ
れ
た
新
色
材
の
利
用
に
お
い
て
も
、
紙
や
絹
、
布
な
ど
を

支
持
体
と
す
る
絵
画
表
現
で
の
利
用
、
屋
外
の
環
境
下
に
さ
ら
さ
れ
る
建
築
物
へ
の

利
用
、
工
芸
品
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
場
合
と
で
は
、
そ
の
表
現
の
目
的
と
色
材
の
特

性
が
見
合
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
表
現
分
野
ご
と
に
色
材
の
利
用
状
況
も
異
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
分
野
で
あ
っ
て
も
、
流
派
に
よ
っ
て
色
材
の
利
用
方

法
に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
色
材
利
用
の
実
態
の
把
握
の
た

め
に
は
、
時
代
、
地
域
、
表
現
分
野
、
流
派
な
ど
を
横
断
的
か
つ
総
括
的
に
調
査
、

研
究
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
継
続
的
な
調
査
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
江
戸
時
代

か
ら
明
治
期
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
の
、
日
本
絵
画
、
錦
絵
、
西
洋
絵
画
、
そ
し
て

仏
像
彩
色
と
を
横
断
的
に
検
証
し
た
本
研
究
が
、そ
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
１
）　

ア
ズ
ラ
イ
ト
は
、
古
来
青
色
顔
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
銅
を
含
む
鉱
物
で
あ
り
、
日
本
語

で
は
藍
銅
鉱
と
い
う
。
こ
の
鉱
物
を
粉
砕
し
て
作
ら
れ
た
顔
料
は
、
そ
の
色
調
に
よ
っ
て
「
紺

青
」「
群
青
（
郡
靑
）」
な
ど
と
称
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
、例
え
ば
、日
本
画
の
分
野
で
は
「
群

青
」
の
名
称
で
顔
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
文
化
財
保
存
学
日

本
画
研
究
室
「
図
解
日
本
画
用
語
事
典
」、
東
京
美
術
、
二
二
一
頁
、
二
〇
〇
七
）。
一
方
で
、

合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
を
「
舶
来
群
青
」「
人

註

引
用
文
献

造
群
青
」
な
ど
と
称
し
た
。
そ
の
後
、
単
に
「
群
青
」
と
い
う
と
、
鮮
や
か
な
青
で
あ
る
色
を

示
す
か
、
と
く
に
工
業
分
野
に
お
い
て
は
合
成
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
（
古
沢
収
三
、一
九
五
七
、「
無
機
顔
料
」『
色
材
』
三
〇
巻
、
七
号
、
二
六
八
―
二
七
一
）。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
名
称
と
材
質
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
英
語
で
は
色
材
名
と
し
て
も

使
わ
れ
るA

zurite

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
「
ア
ズ
ラ
イ
ト
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）　

可
搬
型
蛍
光
X
線
分
析
計
は
、D

ELT
A

 Prem
ium

（D
P-（000CC

、
オ
リ
ン
パ
ス
イ
ノ

ベ
ク
ッ
ス
社
製
）
で
あ
る
。
X
線
の
照
射
強
度
は
、Soil

モ
ー
ドBeam

1

（40
 keV

）
お
よ
び

Beam
3

（15
 keV

）
の
二
種
類
で
あ
る
。

（
３
）　

光
学
顕
微
鏡
は
、
シ
ス
テ
ム
顕
微
鏡BX

51

を
使
い
、
観
察
光
源
に
は
、
ラ
イ
ト
ガ
イ
ド
光

源
装
置U

-H
GLGPS

（
い
ず
れ
も
オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
製
）
を
用
い
た
。
観
察
画
像
の
記

録
は
、
顕
微
鏡
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ D

P73

（
オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
製
）
に
よ
る
。

（
４
）　

X
線
分
析
顕
微
鏡X

GT
-5（00SLRH

（
超
大
型
試
料
室
モ
デ
ル
）（H

O
RIBA

社
製
）
を

使
用
。
分
析
条
件
は
、
分
析
径 400µm

､

管
電
圧50

kV
､

一
分
析
点
で
の
測
定
時
間
は
40

秒
と
し
た
。

（
５
）　

分
析
走
査
型
電
子
顕
微
鏡JSM

-6010LA

（JEO
L

）
を
使
用
。
基
本
的
に
試
料
は
、
ク
ロ

ス
セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
カ
ー
ボ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
加
速
電
圧（0

 keV

に
て
観
察
、

分
析
を
行
っ
た
。

（
６
）　

本
分
析
は
、
公
益
財
団
法
人
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ーSPring-8

に
お
い
て
、
社
会
・
文
化

利
用
課
題
の
採
択
を
受
け
て
実
施
し
た
（
課
題
番
号（015B15（（

、（017A
17（1

）。
使
用
ビ
ー

ム
ラ
イ
ン
はBL43IR

、
基
板
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
を
使
用
、
分
析
領
域
は
、700-

4000
cm

-1

で
あ
る
。

朽
津
信
明
・
笠
松
雅
弘
・
下
山
進　

二
〇
〇
三
「
夢
楽
洞
絵
馬
に
お
け
る
青
色
顔
料
の
変
遷
に
つ
い

て
」『
福
井
県
立
博
物
館
紀
要
』
九
、一
七
―
二
七
頁

島
津
美
子
・
岡
田
靖　

二
〇
一
七
「
近
世
・
近
代
の
木
彫
仏
像
に
施
さ
れ
た
彩
色
の
技
法
材
料
―
山

形
県
龍
泉
寺
、
塩
田
行
屋
、
法
来
寺
の
事
例
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
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Technical Study of Paint Materials in Buddhist Polychrome Wood Sculptures 
Made in 19th-Century Japan: Summary of Case Studies in Yamagata Prefecture.

SHIMADZU Yoshiko and OKADA Yasushi

The production of Buddhist sculptures, which were mostly limited to Kyoto, expanded to local regions in 

the late Edo period. Many of them have been painted over, but there are only a few case studies of painting 

techniques and materials. These techniques and materials used for Buddhist sculptures in Yamagata Prefecture 

were investigated. All sculptures were made of wood and painted in the 19th century by sculptors in Kyoto or 

Yamagata, who belonged to the same school.

The preliminary investigation consisted of three case studies: the first group’s sculptures were made in the 

early 19th century, and the other two groups’ sculptures were made in the Meiji period. Synthetic colorants were 

used only in the latter two groups. In this study, we elucidate the colorants used in nine groups of Buddhist 

sculptures that were made between the middle and the end of the 19th century. In addition, we discuss the 

types of colorants and when they were imported. The green and blue areas of the sculptures made during the 

Meiji period differed from those in the Edo period. Green was used as Iwa-rokusho (mineral green; usually 

malachite), and it replaced emerald green (copper aceto-arsenate (III)). An indigo-based colorant was used as 

shade of blue, and synthetic ultramarine blue was replaced. In contrast, the dark green colorant did not change 

after the Meiji period, which is a mixture of orpiment and indigo-hue colorants. In addition, warm colors such as 

red and yellow stayed in use in the 19th century. In the second half of the 19th century, Japanese ports reopened 

and trade with foreign countries began. There was also a major social change when the Edo period ended and 

Meiji began. These changes must have influenced the colorants used, while not all colorants, which had already 

been introduced in Japan, were found in the sculptures. For instance, Prussian blue was found only in a certain 

mixture of pigments and not independently. This paper provides an overview of the colorants, including the 

seemingly traditional ones used in the Buddhist polychrome sculptures of the 19th century.

Key words: Polychrome Buddhist Sculptures, 19th Century, Yamagata Prefecture, Synthetic ultramarine blue, 

Emerald green
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写真1　玉龍院十六羅漢像　第十一番　白青（藍と胡粉）の衣地と青色ガラスによる文様（試料番号GR10）

写真2　玉林寺西光像　藍に少量の石黄を混合した青（試料番号GY-L102）

写真3　玉林寺達磨大師像　胡粉と藍を混合した白青（試料番号GY-D03）

写真4　金勝寺阿難像にみられる青色彩色
（a）金箔上の文様部分に見られる青彩色（試料番号 KS60; 青色ガラス），
（b）赤の衣地に青で描かれた文様（試料番号 KS61; アズライト）の光学顕微鏡写真

（a）

（b）



写真5　常林寺十六羅漢像　第十五番　鉛丹層の上に水銀朱を塗り重ねた赤色彩色（試料番号JL35）

写真6　常林寺十六羅漢像　第十六番　石黄とベンガラの混合による橙色（試料番号JL36）

写真7　常林寺十六羅漢像　第五番　肌の色調と試料片の光学顕微鏡写真

写真8　常林寺十六羅漢像　第八番　肌の色調と試料片の光学顕微鏡写真

（a）通常光写真

（a）通常光写真

（b）紫外線蛍光写真

（b）紫外線蛍光写真

こい赤色層 ; 水銀朱

やや黄色みのある
赤橙色層 : 鉛丹



写真9　常林寺十六羅漢像　第十六番　金箔上の青と光学顕微鏡写真（試料番号JL37）

写真10　旧玄海参篭所　不動明王三尊像制吒迦童子の青い衣（試料番号SZ10）

写真11　不動明王立像の台座　左側面

写真12　慈眼寺十六羅漢像　袈裟の緑（試料番号JG38）



写真15　砥粉地の上に白色層のある試料片の採取箇所付近

写真13　玉林寺　天室像　袈裟の緑（試料番号GY-L302）

写真14　瑞龍院十六善神　玄奘三蔵像　衣の青緑（試料番号ZR10）

塩田行屋（SG227） 慈眼寺（JG48）



写真17　エメラルドグリーンに特徴的な球形粒子
（試料番号GY–L302: クロスセクションの光学顕微鏡写真）

写真16　赤みのある紫の比較

玉林寺中興大和尚倚像部分

慈眼寺十六羅漢像部分

玉林寺天室像部分

天然の有機質色材とみられる紫（右：未包埋，左：クロスセクション）

墨とベンガラの混合（JG46）（右：未包埋，左：クロスセクション）

有機質色材とみられる紫（未包埋）



図1　玉龍院十六羅漢像に見られる透明度の高い青色粒子（試料番号GR07）

図2　玉林寺大権修利像と金勝寺十六羅漢像第三番に見られる青色ガラスによる彩色部分の蛍光X線スペクトル
（可搬XRF分析）
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光学顕微鏡写真蛍光 X 線スペクトル（実験室 XRF）
［スライドグラスに載せて測定したため，ケイ素（Si）のピーク
強度が高くなっている。］



図３　玉林寺大権修利像からのはく落片から採取した青色粒子

図４　金勝寺十六羅漢像第八番に見られる青色粒子（試料番号KS50）

図6　龍泉寺十六羅漢像に見られる青色粒子（試料番号RS47）

蛍光 X 線スペクトル（実験室 XRF）
［スライドグラスに載せて測定したため , ケイ素（Si）のピーク
強度が高くなっている。］

光学顕微鏡写真

光学顕微鏡写真

光学顕微鏡写真

蛍光Ｘ線スペクトル（実験室 XRF）
［スライドグラスに載せて測定したため , ケイ素（Si）のピーク
強度が高くなっている。］

蛍光Ｘ線スペクトル（実験室 XRF）
［金（Au）は青色彩色の下にある金箔に由来する。］




